
3. 4 隅田公図の並木道路の計画 ・設計思:怨

3. 4. I 隅田公園の 1並木道路の ~~IO)

帝郡復興都市計画事業は、街路、続梁、区画整理等各種の TJ，~で新機事IÙ を出

して、昭和6年に完成したのであるが、その問実に 10年を要した。この盲作業の

うち、公園sI画とその事業も画期的な著しい成果を挙げたのである。この 1]'長

として、関東大震火災において公園や空l曲が防火や避難 、救護 に大いに役立っ

た実紛があり、平時における付近住民への保俄 ・休養、さらに都市の美化など

にも公闘の効用が理解されたことが準げられる。

大公図については 、東京では、|制回公園 (56.606坪)、浜iUr公園(13. 402坪)

、錦糸公図(16. 977 Jjf. )の三大公園、横浜では野毛山公園(26. 810呼)山下公

園 (22.462坪) 、神奈川公園(4， 003坪)の三大公闘が新設され、合計で 136.2

57坪にもなった。

小公園は東京でのみ新設され、その数は 52ヶ所、面積合計 44.214坪であった。

その他、小広場 、橋詰広場の新設、広幅員街路の街路樹の復旧と新制とが行わ

れた。

これらの公園は、それぞれ郎市 ~I 匝i 法に，u;づいて大正 13年及び同 14>'r:に郎rlJ

~t両決定の正式の手続きを経ているものであるが、東京の隅田公園は、明治 22

年の市区改正設計の第 12号向島公園の計画を踏鎧してこの機会に実現したもの

である。

隅田公園では、その計画の綬幹として 、わずか 4-6聞であ った旧型犯を改

修して絞並木を復活し 、歩道、逃渉進を ulliえた 、堤防に沿った 18間の幅只を

持つ並木造路を盤備した。これが研究対象とする隅田公園の並木道路である。

これは 、外国のプロムナードを参考とした水辺公園を造ったもので、孜が国I'JJ

の本他的プロムナ ドとい って虚し文えないであ ろう。
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3. 4. 2 隅回公園の並木道路の計画 ・設計思怨

隅回公園の並木道路に表れた計画 ・設計思想を以下に示す。

(1) 1占本的要素

a ロケーション

写真 3. 4. 1 11) 図 3. 4. I 12)、図 3. 4. 2にみられるように、路

線を非幹線のプロムナードとし 、できるだけ隅田川の水辺に選定している 。川

沿いに計画し、隅田川の河川景観を楽しむことのできるプロムナードを Hiiliiし

たと読み取るこでができる。事業の 'IJ心人物であった内務省復興局辿設部公凶

謀長の折下占廷は欧米で公図辺路を中心に調査をしているため、アメリカのパ

ークウェーの思恕を受けているとも巧えられる 。

-河川;ユ観に対する配慮

b 横断面構成

写只 3.4. I、写真 3. 4.2"ヘ図 3. 4. 3'こ示すように、唱道(6 

間)を挟んで両側に植樹借(各 J. 5問)、歩道(各 2. 5問)を設け、さら

に河岸沿いにはもう一本遊歩道(2問)を設けている。全断面のうち E巨道部分

はわずか I 3にすぎず 、歩行者空1mは合計 7聞となっている 。 また、そのレ

ベル差については明らかではないが、歩行空間である歩道、遊歩道から、申i並

は約 1m程度低くなっている 。公園内の道路であるから当然ともいえるが、歩

行省ill視の陸rr面を概成していたと読み取ることができる 。 また、遊歩道という

名称を冠した歩行者空間を河岸沿いに設けたことからは、河川景観に対する配

rtt.が読み取れよう 。

-歩行告の重視

・河川;主観に対する配慮

121 ー



(2)ディテール

C.街路樹

写よ'.!3. 4. 2、写真 3. 4. 3' けに示すように 、車道、歩道、遊少i且の

問の 311Jの芝生帯に 、約 400本の絞(ぬ)i吉野)を並木式に制裁している。

つまり、非常に日本的な桜並木を持つ、川端のプロムナードとして計画された

といえよう。
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HJEE|卜-→戸|

図3.4. 3 悶回公園、並木道路の横断面柵成図 単位:皿(~ ) 



写~ 3. 4. 3 帝都復興記念帖
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3. 5 まとめ

3. 5. l 衛郎復興街路の特徴と思:也

民災復興JTIの帝都復興都市計画における昭和Jiillりを中心に読取った街路の計

画・設計思忽を表 3. 5. lに示す。

その思:tl1、について概略 のまとめを述べると、まず 、震災復興WIの帝占g復興1m

ilil.l防lにおいては 、都市の何 格形成の但(阜 、絡の重視、ゾンボノレ刊の j-Ii視、イ

メージの-J.':it'tなどの思想がみられ、 「郡市のfl絡として街路空間を計画 ・設

計恩怨する思想 」 が非常に屯視されているといえる。~災復興期にはその背景

に帝国の首都にふさわしいゾンボル性の誇示があることから、はっきりとその

存在がみられる。

また、アメニティーの担保 、景観的配慮に関する峨々な思:匹、もみられ、 「魁

JJある街路空間を計画 ・設計する思:lflJも存在したことがわかる。つまり 、街

路が郎市において交通空間としてだけでなく、人の存在する快適な空間である

べきであるという認識があったといえる。

防災(防火)を図ったり 、避難空 間をかHJjする 「非常H寺にも対応できる街路

空間を ~I' iilii .設計する思想」は 、軍事。(J芯|沫にお いては未だみられないものの、

防火や遊難空間の重視という思怨はみられる。震災復興期は、災古に対する配

慮が重視された l時期であり、当然のこととも言えよう。
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表3. 5. 1 

特徴 思想 社ド!ヲ J1t 

回十文字に広幅員街路を配 -都市の骨格形成 -帝国の首都にふさわしいn*'ル性の誇示と
置している -防火機能 災害に対する配慮とが重視された時期

'ol-IJ ) -当時の文容(東京市公報、 1930年2月)に.Bll
平日jffiを帝都の大動脈として位置づけたとの
記述がある

基
-幹線で阻まれた中に地区 -幹線と目抜き通り本格の異

的なる街 の目~き通り、表通りを計 表返りの区iJlJ

要路の配 画している -裏通り 、横丁、路

実置 -幹線、白妓きi湿りの裂に 地の設置
裏通りを配置し、その問に -様々な格の街路の
横丁、路地ヲラスの街路を 配置に対する配慮

配置している

横断面 路面電車が返る場合にも -街路のイメーγの一貫 -帝国の首都にふさわしい'Ii*-ル性の誇示と
構成 中央分離帯内に軌道を納め 1生 災害に対する配給y とが重視された時期であ

横断面構成は変えていない -街路の格の重視 る
・‘ ーーー ーー ー‘+・・・ 4酔‘+・・ ....・・

-歩行者空間の重視 t票準償断函ではほとんどの街路の歩道の
路上駐車への配慮 片側の幅員が全編の1/6以上となっている

-路上駐車への配慮が標準の中にみられる

ー隅切がなされている .71ニれ一機能 -当時の街角に建つ建造物をみても、角を丸
7Hiトの演出 め入口を設けるなど街路と協力して、7Hi卜

や lJこれー機能を保障している

，11.¥の直近の中央分離帯干の '7Hiトの演出 -災害に対する配Jf!.が重視され時期である
i 1イyを変えている -避難空間への2君主手 -避難空間としての橋詰広場との連係

l要
-w)な親往を設けている -橋の存在の強制 復興橋梁(隅田JII)の象徴的デザイン

所 交番.トイレ、散水本・i7等の -植栽の重視 - 大震災において公図.~ì出が避難に役立 つ
施設を備えた広湯を設け、 . 7Hiトの演出 た実績がある
その中に植栽を施し‘芝を -絡をみる視点場
植えている .7 iニfィー機能

-避難空間

-組裁をh'lQL.日lj'l水ヘ-)1，手 .71これ一機能(小公園 -大震災において公園、空地が避難に役立つ

1) {j1f 
の1トIJト71こft-を備えた小 的利用) た実紅lがある
公園としている -景観的配段(枢i裁、

7HiトのiJirW)
-避難空間

」

- 130 



表3， 5， 1 つづき

担点 特徴 思怨 背長

-中央分離帯や歩道に4?iIJj笛 ，7 iニTi-機能 -当時の文献(本田清六、明治天皇記念・行道
樹をしている(イhウと J.J， 古ケ -防火機能 樹篇・附録蔭樹、 1913年)にイf，ウ J.J， 約の東

-緑(並木)の重視 京の気候風土上の適性が記されている

テ街路樹 -街路の個性尊重 -イTョウ，J.J，'iJlrlま!1i火性が強い
-建物との調和 -植栽の基準に街路の個性尊重、建物との

イ
-気候風土による街 調和の記述がある

プ
路樹種の選定

ル
-照明装置を整備し、中央分 -景観的配慮(見通し -路上工作物配置標準細則(昭和2年l月8日

街路 離帯内に見通しょく左右千 liIU果、広告の規制、形 長官決裁)や街路照明施設規程草案(昭和4
照明 鳥型に設置している 状及び色彩) 年23日会議)に美観に関する注意事項等が
灯桂には広告類が禁止さ 定められてる
れている

-格の高い表示 -基準では高速 ・緩速の分離マーキングを
花闘岩で行なうとしている

l州|街路の伽新加称 -街路の'1i*'ル↑生 一般公募して決められ、市民も帝国の首都
号を名付けている にふさわしいn*'ルとして促えていた
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3. 5. 2 帝都復興街路の計画 ・設計思:rn

前提条件として、市郎復興計阿は関』巨大 EZ 災からの復興の計 Iluj であり、1.~本的

には市街地の同整備計画であるということが指摘できる 。以下、分析の制点に

沿って、考察を進めていく 。

(1)街路網配置計画

a.都市の秩序づけ

東京全体でみると南北の|昭和通り、点西の大正辺りを十文字に配位し 、 この

2本の広幅員街路を基本とした街路網締成となっている。帝都復興事業誌の総

説では、さらに東京駅を中心とした 、 放射 I~l ~犬型の街路網椛成であるとの記述

がみられるが 、実際の街路網からは放射環状型の街路網は l明確ではなく、既存

の街路網を尊重した 、 どちらかといえば格子状の街路網構成となっていること

が読取れる 。昭和通り近傍で詳細にみてみると、江戸期からの街路がl列l篠iこ存

在している、本町付近ではその街路パターンを尊重した明らかな格子状の街路

網構成であり 、また新設街路の多い上野駅付近でも若干ななめの街路も存在し

ているものの!Ji本的には佑子状の街路網構成となっている。すなわち、 w点駅
周辺で放射状の街路網椛成を考えていたとはいえ 、基本的には絡子状の街路線]

構成となっているといえる。実現しなかったとはいえ 、放射状の訂 l曲がたてら

れたベ y クマンの官庁集中Hi函の系譜はw京駅周辺にその名残を残すのみであ
り、銀座煉瓦街、放射状から論議を経て絡子状へと変更していったr!J区改正計

画の系譜が帝都復興へとつなが ったといえよう 。 また、帝都復興計画に先立 っ

て行なわれた、長春の満鉄付属地の計l酉(第 41江で記述)にみられる、絡子状

に斜路の加わった街路パタ ー ンも南部l復興ではみられない。

街路の階層構造について考えると、全体的には 、街路は幹線街路(幅員 22 

m以上)、 filiJl}J線街路(幅員 11 - 22m) 、区画鐙理街路(原則幅只 6m も

しくは 8m)の 3段階の街路が考えられている。昭和iillり近傍で詳細にみてみ
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ると、広域の交通幹線と位置付けられる 1111f日iillりなどの幹線街路、 7、 8、 9

号線の傑な幅員 36m以上の日後き通り、幅員 22m内外の目抜き通り(これ

は幹線街路、補助線街路 、既存の街路など係々なものがある)、幅只 15mむE

皮の日妓き通りよりもやや格のさがるぷjj))り、幅貝 1 1m程度の以jj))り、幅員

6-8mの償丁クラス 、一番幅員の11<い幅員 3-4 m程度の突i左き路地クラス

と、 7段階の街路の階層構成を読取ることができる。また 、特殊街路として、

堀端の街路もみられ、 これを合わせると、 8段階の階層構造の街路があ ったと

いえる 。市区改正計画においては道路の等級区分に準じてみると 8- 9段階の

階層があ ったわけであるが 、その等級の迷いがすべて別の階層であるとは限ら

ず、おおむね同様の階層数であったといえよう ロ

b 郎市の分割

促!fDjj))りと大正通りの十文字型の配位は、皇居の北部と東部に配也される形

で位h'ltしており、その幅良からい ってもこの 2本の街路は防火道路としての役

割も但っていたものと考えられる 。 また 、昭和通りに植樹されていた公孫樹、

すずかけの樹極選定にあたっては、その防火性に富んでいることが選定理山の

一つにあげられており、街路樹にも防火(延焼防止)の機能が期待されていた

ことが分かる 。すなわち 、精都復興計同iにおいては、防火路線としての性絡を

も持った広幅員街路によって 、 都市を分 ;~rJ し、都市の防火を図るという与え Jj

が存在していたといえよう。

市区改正illi函に続く東京防火計画にも防火路線という考え方は作犯したが、

広幅員街路による都市の分割によって都市の防火を図るという与え Jjがlりj憾と

なったのは帝都復興計画からといってよかろう。

C 郡市の顔づくり

昭和jj))りは、その配置からいっても憤断面構成からいっても広域の交通斡線

の役割を担っていたこは明らかであるが、新天皇の称号がつけられており 、帝

都復興においてシンボノレ的な街路として位置付けられていたものと々えられる。

また、 7号線 、 8号線 、 9号線は 、それぞれ、東京駅東側の駅前通り、東京

駅西側の皇屈と結ぶ駅前通り 、国会説明堂 IFIのi.li路として 、目抜きjj))りとして
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扱われていたと考えられる。

さらに、本町通りの織に、以前から円抜き通りであった街路はその絡を重視

し、交通幹線とはしていない。 これは、詳細に区画整理図をみてもわかるが、

銀座通りを含む路線を帝都復興街路としての拡幅盤備対象としていないこ とか

りも伺える。

銀座煉瓦昔j計画や 、官庁集中計副の織に、主主築と 一体に計画しているわけで

はないが、街路を持って都市の顔をつくるという思旬、が存在したと巧えられる。

特に駅前通りという目抜きilliりについては 、子青郎復興計画に先立って行なわれ

た、長谷の満鉄付属地の計画(第 4-，';1:で記述)でも駅前広場を整備し、広幅11

街路をこれにつきあてるという特徴があり、この満鉄付属地のdl'jilijやベ y ク 7

ンの官庁集中計聞と同様のものと々えられよう。

(2)幹線 ・日抜き通り設計

a .焦点の配慮

昭和通りについては特に焦点、に対する配院は見当らないが、東京駅の*と闘

の駅前illiり、 7号線と 8号線は東京駅を焦点、として捉えていたと考えられる。

すなわち 、 y ンボノレ性は持 っているものの 、交通幹線としての性格も強か った

昭相通りでは焦点の配慮はみ られず、交通幹線としての性格はほとんどなく、

ほとんど純粋に目抜き通りであった点京駅の東西の駅前通りで焦点、に対する配

慮があったともいえよう。駅前辺りを目抜き辺りとし 、駅がその街路の焦点の

位Laにくるように街路を配置するというのは 、長春の満鉄付属地の計画やベ y

クマンの官庁m中計画と同級であると与えられる。焦点、の配慮のみに ついては、
明治神宮関述街路の内、絵函館前の並木路のビスタ ・アイスト y プ;王制も影響

を与えているとも考えら~1，る。

i 一体設計、.iill係設計

1自の施設等と 一体的に街路を設計した一体設計については、橋、橋詰広上品、

交差点広場との一体設計が挙げられる。特に 橋詰広場については帝郎復興計阿

で初めて悲情として規定されたものであり、街路の計画設計と同l時に締結広ta
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の授備が行なわれ始めたといえよう。

他の施設の存在もしくはその設計に配慮し述係が]に街路を設計した.cl!係設計

については 、 東京駅の存在に配 I!S!. して、*酋の日依き通りが ~l 同i <されたわけで

あり、駅との.iili係設計が挙げられる。この駅との.iili係設計については、長春の

満鉄付属地の計画やベ y ク 7 ンの官庁集中引間と同織であると与えられる。

C.道路敷内の景観設計

帝部復興の街路の標準横断をみると歩道の片側の幅員はほとんどの羽合全幅

員の 1/6以上となっており 、街路構造令をi堕て]ーする形とな っているが、交通fil

による積み上げではなくパランスを考えた横断面構成を採用していたと与えら

れるとともに、広い歩行者空間を設けるという配慮もあったものと A考えられる。

帝郎復興 ~ I iffiiにおいては、幹線街路(幅員 22m以上)は並木を備えた桃造

となっており、特に 4 ~ mの広幅員街路についてはいづれも(1号線、 7号線)

47IJの並木を備えている。並木によって、快適性を保障していたことも勿論与

えられるが、幹線という街路の格を扱木の存在ということで表わしていたとい

うこともイ考えられる。その並木の樹極についても、昭和巡りに植樹された 、公

孫樹、すずかけについては東京の気候風上との適性が指摘されている。また.!J

準では樹極の選定にあたって、街路の個性を尊重すること、佳物との調干日に配

慮するとの記述がある。並木のみでなく街路植栽一般に広げて身えると、橋結

広場や交差点内の 7 イランドなどにも~， 'i~ に挺i 栽されており、緑を ill 視し、緑

による街路景観に対する配慮の存在がl明らかである。

4 JIJの、w木は、昭和通りを横断i)j向に 5つに祝党的 lこ分離することによって、
その空間の冗長性をカバーしていたとも与えられる。交差点のアイランドの1!!!

iJな悩級、後述する橋のデザイン的強調は、街路を軸線方向 l己分節化し、その

広幅員街路ゆえの単調さをカパーしていたとも考えられる。

J!!点駅東の駅前通りである 7号線(幅員 4 4 m)では、並木で仕切られた緩

速車道をもっ復断面の横断固構成をもっている。昭和通りも 4列の並木を持っ

ていたわけであるが、交通幹線としての性絡をも持 っていること 、また街路内

に4]011軌道を含むという制約条件から 、 4JIJの内 2JIJは電車軌道の両側に配置

された。この 7号線は交通量からいえば東京駅に突当っていることもあり、そ
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れほど大鼠と予測されたとは考えられず、むしろ交通幹線ではない、目抜き通

りという街路の絡を複断面の横断面櫛成でぶわしていたと考えられる。

重要な交A点部では小公図が設けられている場合があり、そのアイランド上

には他栽がなされるとともに、 l噴水、ベンチ等のストリートファニチャーが設

置されている。また、隅切がなされいる交差点もあり(隅切については必唱が

設けられている)、街路を交差点部分でふくらますことによって、街路景観に

7クセントを与えるとともに、周囲のi!!築物をみる視点場を生みだしている。

隅切りのなされた交差点周囲の辿築物も交差点側からの正面性に配慮したデザ

インとなっている場合がある。

路上工作物については、そのlJi準の中に美観に対する配慮が記述されており、

その形状色彩、配置の決定にあたっては街路氏観に対しての配慮があったこと

が分かる。また、街路照明の灯校には広告等の文字の記入が禁じられており、

街路景観の繁雑化を避けていたものと与えられる。

また緩述車道と高速車道の分離の 7 ーキングは単なるペイントではなく、花

開石を問いるとの記述があり、格の高いマーキングをしていたことがわかる。

主要な橋梁については、モダンな親住が設けられている。また、 l立近の中央

分離骨;のデザインも一般部とは変えられており、橋をデザイン的に強調すると

いう考え方の存在が明らかである。橋、街路と同H寺に設計されたと与えられる

f~詰広場については、帝都復興計画で初めて l河機な誌準が設けられており 、1:

要なt:j梁には橋詰広場が設けられている。続をみる視点場を整備するという A号

えがあったものと言えよう。

(3)アメニティ街路

アメニティ街路の系譜として、間回公園のilli木道路を挙げることができる。

この並木道路は、|偶回JII沿いに遊歩道を持つ横断面構成を持ち、車道部分はわ

ずか全体の 1 3に過ぎない。また、唱道と両側の歩道の問、歩道と遊歩道の

聞には他殺併が設けられ桜並木となっている。ここでは 、歩行者の重視や、河

川景観に対する配慮が読み取れ、非常に円本的なプロムナードをつくるという

考え刀があったように考えられる。
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これは、明治神宮関連街路の系譜を組むものであり、特に臨rr面内に遊歩道、

乗馬道を含む内外苑iili絡道と|渇iliしているとも考えられよう。
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4. I 外地計画の概要

帝都復興以前から、我が国は朝鮮、台湾、満州などの外地において隙々な郎

市計画を行なっている。ここでは、朝鮮における京城、満州における;ffrボ(長

者)と恰爾浜の都市計阿の概要について述べる。

外地における様々な計画の内、この 3lffI ilJをノド研究の研究対象として選定し

た母由は以下のとおりである。まず、新京(長春)の自|阿は、長谷のI品鉄付属

地が既にあったものの、満州国の首都l 計画としての新京の ~I iIUJのほとんどが企11

外部で行なわれ、ほとんど新市街地計iÏÛJと位置付けられる。京城の ~I 匝i は、満

州国における新京とほぼ同織に朝鮮の ri古目的都市として計阿lされるわけである
が、その計 l岨域の中心部は、日正にd!城が存在した部分であり、市街地の肉強備

として位置付けられる。 H合爾浜の訂 11町については 、研究対象とするのは勿論満

州国l時代の計画、すなわち我が国の街路計 l珂の系譜上に位位付けることのでき

る部分であるが、その計画以前にロシアによる計画が存在し、そのロ~ 711寺代

の計画がノド研究の対象としている哨筒浜 の ~I'fi!iiになんらかの影響をうえている

吋能性があることが恰爾浜を研究対象とした理由としてあげられる。

すなわち、外地計画のうち、新市街地計画の例として新京を、既存市街地の

再諮備計画の例として京城を 、そして他同のすなわちロゾ了時代の計画の影響

をA考慮する為の例として l冶爾浜を、研究対象として選んだわけである。
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4. 1. 1 新京(長春)の都市計 l到の慨婆

長.(}は、もと内蒙古のコノレラス IIIih1tにj認する放牧地であったが、 179  1年

華北の段民が移住して開墾が始り、長各箆が成立した。 18 2 5年には長谷庁

が設置され、 18 6 5年には、匪l破防御のために城壁が築かれた 。 ロゾアが東

消鉄道を敷設するにあたって、械の北方f.[城子に駅及び市街地を設けたが、日

露戦争後、これよ り南の鉄道は満鉄の経営となり 、I高鉄は 19 1 0年n城チ駅
の南京、長春城の北西にあたる iiJi道満 の地を買収し 、駅及び付属地を新設したロ

その駅(長谷駅)の南に 50 5 haの地を41盤白状 lこ対角線をまじえた市街地を

計画し、その南端 lこ西公園をi主役した 。 19 1 1年中国の道少は、付属 l血の繁

栄を阻苫するため 、域内と付属地の'-1'1mに商陣地を設けたが、以来付属地と商

陣地は共に繁栄していったのである。 1932年、満州国が成立し、同年 3月

1 0日長春が国都と定められ、 3月 14日新京と改名され、このl!iはー縦脚光

を浴びるに至った。

新京の郡市計画は 、 1932年 3月、満鉄経済調査会が軍の命をうけて、ま

ず立案を開始し 、満州国は同年 4n、国務院に岡部建設局を設けて同械郎市計
画を練った。満鉄は一時その作業を中止していたが 、関東軍の命令によって再

び作業をIJlI始し 、 2者が鋭うことに なった。関点軍を中心とし満鉄ならびに満

州国側の 3者は、新京 の都市計阿に ついて論議を行ない 、同年 1 1月にfEって

3者の合志を得た計画案が定まったのである。かくして翌年(1 9 3 3年) 1 

月に 、満州国国務院は、事業執行の1Ji本}j針を決定し、 4月には園都w設法を
公布した。

この計画は、満鉄付属地、 fi城子 、商)ijt地、城内及びI由I或の南部を含む 10 

o km'の地を市街計画地とし、周辺山村区を 含めて 3 4 0 km'を都市計 jilij区域と

するものであった。この計画は、新京駅より真っ直くに南下する大岡大街を南

北軸とし、その概ね中央に大向広場を設けてliR射状に街路を設け、またi1!点線

の一部に I有新京駅を造って将来の中央駅とし 、その西部は軍用地及ひ工業地域

とし、その東部と大同大街の中間に宮廷を設け 、宮廷の南部に中央政府 の富庁
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街をu!設しようとするものであって、計画人口を 50万人と予定したも のであ

る。ただし、この時点では宮廷府の位世については呉論もあり、.cl!点線西部及

び南街の総合運動場予定地付近は宮廷ml也として保留されていた。この計画に
よる実際の工事面積は 、既成市街地を 21 km'を除いた 79 km'であ って 、その

うち第 1)切に 20 km'を 1932年 3))から 1937年 12月の 5ヵ年で完成

させる予定であったが 、予定よりも、ド年遅れて 1938年 6月に完成した。 こ

の第 1W)の事業によってわずか 5年、ドで新市街地の街路、下水、水道、公園等

の公共胞設が慨ね整備され、政府機関 の他物の本位築、国策会社の本社屋 、銀

行その他民間の建築がたちならんで、園都としての偉容が概ね護 ったといって

良かった。なお園都建設の第 2)柄引業は 1938年 l月から 19 4 0年までの

3ヵ年事業として行なわれた。
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4. 1. 2 京械の都市計画の概要

朝鮮は I8 7 6年の江華日条約(円明修好条規)の締結後、日本や消防l、ロ

シア等の外部勢力の抗争の舞台となった。日本は 、日清 日径の戦争に勝利し、

I 9 0 ~年、当時の大将帝国に対して日問議定占への調印を強制することで、

保護固化し、統監府をおいた 。そして 19 I 0年、遂に日緯併合条約の締結に

よって、朝鮮半島は、台湾、闘機太、 Iltl東州(遼東半島)に続いてリ本帝問に

編入され、緯関統政府に代って例鮮総管府をおいた。当初は統治機織の整備や

治安の確保が先決であったため 、市街地整理1に1)(1する制度は後回しにはなって

いたが、実際はその前後から市区改正に行手している。

I 9 0 7年、当時の統監fnは南大門より南大門駅(1去に京城駅、現在のソウ
ル駅)に至る街路の拡幅を計画し、実行している。この計画は、南太門は rlJ街

地と駅、ないしは城内と能山との l唯一の関門であるにも関わらず、その街路の

幅は 3I昔]であり、路面電車のjffi行は危険で交通に支障をきたすというf'_]山から

立案されたものである。その後の 19 I 2年 10月に、朝鮮総管府は rilJil令第

9号Jとして市区改正に関する訓令を発した 。 また 、同年 11月には 「点以 I有

区改修予定計画線路」として 29路線を公示している。その後、 19 I 7年に

2路線迫加、 I9 1 9年に 17路線is加 ・3路線削除を経て、 44路線とな っ

た。

内地における I9 1 9年の都市Hiilli法制定公布以降、朝鮮においても郎市計

画のS<tjillが高まり、朝鮮総督府は I9 2 I年 「都市計画令」 というものを立笈

したが、 「朝鮮の民度に鑑み時WI尚早」 との結論に達し、公布にはいたらなか

った。 しかし、都市化の傾向は顕若であることから、朝鮮総管fnはこの年以降
郎市計画調査'/'1を計上し、京減、釜山 、平媛、大郎の 4大都市について調笠立

3告を進めた。京城都市計画案は、 I 926年に第 l次案が、 I928年に第 2

次実が、 1930年に第 3次案がそれぞれまとめられている 。

その後、 19 3 4年に朝鮮市街地計阿令が公布された。しかし、この市街地

計画令の最初]の適用をうけたのは、J:i1城を始めとする 4大都市ではなく、成$Jz
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北道の羅iilであった。 これは、朝鮮市街地計画令では既成市街地の改汗よりも、

周辺部の創設に重点をおくノヴ針がとられていたことと 、羅津が 19 3 2 l下に円

満航路の開設によって日本本上と述絡される大陸側の都市となり、人 11が色、I世

したという背景によるものである。 )~U}，立に迎 m されたのは 、 それから 1 "1:、ド後

の19 3 6年のことである 。

朝鮮市街地計画令の内容であるが 、全 31;-Lで構成されており 、概ねm1 i;Lの
総則jは内地の都市計画法に、第 2i;iの 「地域及び地区の指定地にu!築物等

の制限 は内地の市街地建築物法にそれぞれ該当し、第 3tiは 「郎市区l国警盟」

に関する規定であった。
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4. 1. 3 D合爾浜の都市計図の概 'll!

I 8 9 5 年 、 露国は日本の~)草 半 日放楽の代償として清国から w iJ'í 鉄道の敷

設権を取得し 、以後鉄道ならびにその付属地の建設に若手していた 。 この鉄道

は、大j卓 満洲里問、恰爾浜 ・綴-;';i司聞の全線 17 4 0 kmで、 19 0 3年 7月

に開通した。 ロゾ 7は、大.i!l!及び11合間浜をこの鉄道の器地とし 、H合間浜をJ.lU下

のモスクワにすべく 、その郡市の建設を 1898年に開始し、鋭怠整備に努め

た。最初に行手したH1rはスタール ・ハノレピン(香坊)であったが、 ここは義和

団事件の余波で破駿されたので、 I900年これにかわって/ピゴロド(昨j闘)

とプリスタン(峰頭区)の 建設を行な ったのである 。 この ili設には 、当U.!i欧州

の都市計画を 研究し 、 まず南闘には駅及びサボーノレ (中央寺院)を中心とする

美しい街並みを計画した 。南尚は納長い丘陵地で、地Jf;的に制約が あっ たが 、

広幅員の道路にそって主要iJ!築を配置し、美しい欧州式の新市街地を造成した。

また当時のt市長Ii区の土地は低湿地で、総花江が増水するとすべて浸水する地で

あっ たが、紙花江の上流の正|湯河か ら下流 の伝家旬まで大堤防を築いて市街地

とし 、ここに商業中心の繁華街を造 ったのである 。南向の幹線街路はサボーノレ

を中心にして東西に伸びる大出街で、その幅員は 4 3 m、またサボールか ら1将

に香坊に向う道路は幅員 10 6 mで、その半分は柏樹帯である 。 この p旬闘地区

には中国人の居住をま主じたので、欽i邑線路 を越した低地の近世及び近外(伝家

旬)に中国人は集中した 。道惚は商業地 として繁栄し、そのキタイスカヤ通り

はio人商、中国商人等が粁をならべ 、東京の銀座街の観を定した 。

I 9 3 I年(昭和 6年) 9刀、権天で起 った柳僚溝型IJ件直後 、仙台 の多門師

団は直ちに恰爾浜 iこ進駐しようとした 。 このH寺北満における束三省側の大長老

であっ た ~Æ~ 恵は 、 戦闘を避けるため 、 英断によ っ て多門師凶を無 I(/] 人城せし

めた。それは I9 3 2年の 2月であり 、その後 3月に満州問が成立する や、行

政は満州国政府に移された 。 その後、 I9 3 5年には 、 19 1 7年 の ロシア革

命後の財政及びソ連政府のi政策変更によ って、それまで東消鉄道の持 っていた

権益 (恰禍浜 ・満州盟問 9 3 5 km、l冶fiIll浜 ・綴1);河間 5 4 6 km、l喰爾浜 .I11，域
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子(長春) 1部24 2 km、合計 17 2 1 kmの鉄道の経営と、沿線の炭坑及び森林

の経営)すべてを満州国に売却するに至ったのである。この買収は、円本外務

省の斡旋によるもので 、譲渡!ufi絡は 1{i}: 4千万円(他に従業員退職金)で、満

州国の支払については日本政府が保附するというものであったロかくして満州

国内におけるロ γ アの権力は消滅するに至った。

ロシ 7が鋭意建設した H合爾浜の街をなお一層発展せしめて北満の中心部rIiに

開発するため、また軍事上の重要以I自にする必要があるため 、関*可IはH合飼浜

を園都新);:t及び南満の工業都市/再天とならんで重要視した。かくしてその郡市

計画について 、関東軍特務部はその計画大綱を作成していた。 - }jl拾爾浜特別

子の佐様工務処長は 、満鉄経済調査会時代より調査研究していた都市計同案を

準備していたが 、 この案の作成については、もと内務省技師山田 1111愛及び内務

省剖Iili ffi開i福岡地方事務官*後i歪三自11を矧いて研究指導を得ていたのである。

またその配下には沼田征矢雄(元t巨大工学部助教授) 、山崎佐一(元内務省郡

市計画北海道地方委員会技師)等がいて、その作成を手伝っていた。

関東軍は 、都市計画の大綱について、 11合間浜特別市及び満鉄経済調fi会と、

再度会議を開いて討議した。その会議は難航したがその焦点は事業の執行方法

であって、軍はその事業を日吉爾浜iJ!設会社を創設してこれにあたらしめんとし、

満州国側はこれに反対したためであった。遂に 19 3 4年 3月 、l児wiJ!小磯参
謀長の裁断によって 、会社案は放.lIiせられ、日吉爾浜特別市案によって、事業は

特別市が行なうことに決定した。この都市計画は、将来人口を 100万人とし、

都市計同区l或を特別区の行政区域より大きい 1837km '、すなわちr[Jの中心部よ

り半径 25 kmの範囲とするものであった。新都心は既成市外地の l拘iJE部におき、

これを中心として半径 10 kmの地域を市街計画区以とするもので 、市街:¥1画区

域の面積は 317.39km'とした。この市街計画区l或の外周 111. 6 km 'には、幅員 2

kmの環状緑地域を設けて市外地を取巻くものとした。中央駅は、既存の 11合間浜

駅の西 }j約 1.5 kmの顧郷屯地内に設け、その昨j方約 3kmの地に壮大なる γ ピッ

ヲセンタ を設けるものとした。なお、必花江の上流及び下流にそれぞれ臨港

用地及び工業用地を配置するものであった。なお、市街計画区域の周辺に、幅

員約 2kmの緑地(当初 、緑Cj地域或いは!災緑地域、後に昔11邑計画法のj盛jJ有で緑

地区)を指定し 、市街化のスプローノレを祭じている。
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4. 2 新京における街路の特徴と思:怨

4. 2. 1 満鉄付属地の街路の特徴と思恕

新京の郡市計画における街路の特徴、思:恒を述べる jjijに、長在の満鉄付属地

における街路について、若干述べることとする。

長谷の満鉄付属地の平面図を図 4. 2. 1に示す。東西南北にそれぞれ広場

が配位され、放射型の斜路の街路もぺ本見受けられ、基本的には格子状である

が斜路の加わった街路パターンとなっている。絡子状の街路パターンとしたの

は、市街地計画として、矩形状が好ましいという観点から行なわれたものであ

り、街路パターン を決定することにより市街地計画の骨格を決めるという与え

方が明らかである。 この格子状の街路パターンの採用理由について、その ~I 画

を担当した加藤与之吉は 「近代市街計画の学説はま巨形式に傾きつつあり、 11日う

るに付属地は概ね平坦にして停車場を中心とし鉄道線路を挟んで長方形を形作

り段矩形形式 lこ適する をも って 、 ~õ 国の前例に背き後者 (矩形式)を採JlJした

るゆえんなり J (満鉄土木 16年;k)と述べている 。すなわち 、東消鉄道l時代

のロシアのMi圏、例えば H合関浜などにおける街路バターンを排除、したと述べて

いるわけである。しかし 、後述する H合間浜のロシア時代の計阿と比較すると、

111弧状の街路パター ンがなくな ったのみであり 、斜路の存在に ついては 「お国

のliij例Jに背いておらず、その影響を強く受けていると考えられよう。

格F状の街路バターンを係用した場合、街路景観とりもなおさず都市民観は

憎調なものとなりがちである。これに配慮して 、広場が設け られたものと与え

られる 。写只 4. 2. 1新京駅前広場や写其 4. 2. 2南広場をみてもわかる

ように 、大規模なロータリー交差点で形成される広場には中央に大きなアイラ

ンドが設位されている。位[lとしてはビスタアイスト yプの位置であるが、な

んら情造物はなく、新京駅に ついても'号兵から はそれほど象徴的な駅本体は見
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f13225?42Z1L22121tiT民主L・ぁiTin4112T:こ352;;o 
にある遊郁子沼地はつ〈られず。市士宮T"Jj加に料理且0・ulまった

田 a'野市Ui図 (1引Z手) ^口~よ河本館 B遣自衛門 Cf;伝後の 8'f~~ln，も師.アミで示
さ/Lた地区はIl!柑が立っている区波告示す.民移の'1'由人旭区(旧市街]に近い東半分
がヒルトアップしている.0と比蛇すると，二週掃の白地のうち呼':;'と過以来は1'1'.の立て
つれて己地と信り。中*岨以西"企{倒と'"っている.IZJ必の名株はその後霊Eさ九.東
広場IJ市広場に 北1'1広場は東広'Aとタリ。仲Hよ劫は脱止されている

図4. 2. 1 
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新京駅前広i晶

写真 4. 2. 1 

。長 .1>:"'"付~池田聞広'i ・ I'~との主ß拘 1; 仰m銀行p.且rn
そのA;聞の;CUiHi出町.集合11動II((ハス}よりも .I_!!..i!(の1i
が多い

写n~. 2. 2 
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て取れないので、完全なビスタアイスト y プ形式の街路景観とはな っていない

が、焦点を重視していたことは明らかであろう。

また、これらの広場の周囲には公共建築が建てられている 。 この問由として

前出1m雌は 「この程宏ilーなる市街は市民の公共的計'jfilJの美の認明すると同H与に、

将来偉大なる都rlJを実現せしむべき人為的妥索の充分なるを知らしむべし 」 と

述べている。これは、広場を都市の中心として位泣付けると同時に、広場のゾ

ンポル性を高めていると与えられる。 また、広場からの長在日を考え ると 、公共

の建築物の正面を みることができるわけであり、tI1調になりがちな街路景観に

7クセントを与えるという考えもあったものと考えることができる。

また、前指図 4 2 _ 1や長呑駅附近の満鉄付属地の拡大図(図 4. 2. 2) 

をみてもわかるように、駅前の通り(長谷大街、中央iffiり)が幅員最大の迎り

となっている。長春満鉄付属地の街路の幅員は表 4 2 _ 1のとおりである。

前掲写J:(4. 2. 1や拡大図にみられるように、駅前に広場を設け大規模なロ

ータリー交差点、とするとともに駅前通りを幅員段大の広幅見街路とし、駅及び

駅前通りをゾンボノレ化するとともに、駅前通りをもって都市の主軸とする思:匹、

を読取ることができる。

.都市の同格形成

.佳点の重視

.シンボノレ性の配1&

・街路;主観のアクセントの配慮

.街路の I:申lU化
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~iJ~ 立、11¥11 Jpja~~\ .Iì 辺町色 (1占也内!J~え花}

l'予 201-1 Jr.n 中灸i通{スターリン大樹の

一部) 八品通{間J(大経
時)

2等 15問 21U¥半 日本話通(加利大白jl 相且

町{理事問} 日ノ:1:町{品

自路)

3:手 121::1 2na 八品過[北J.西E条通(団
結路の一時)

4専 10問 l間半 祝町(誌江路1.;正草町{合

江i31ほか
5可 8100 1100 東二条通w二*，Uil.敏xl

通 (j莫ロ131ほか
6存 6r.il 百軒町(fHtl31ほか

長春:lI紋付属池田道路埴絡 ① 

表 4.2. 1 
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4. 2. 2 新京新都市Hi到における街路の特徴と思:旬、

新京の街路計阿について、当初最も議論のあったのは 、宮殿(執政府)と官

庁街の位置である。博儀サイドからは「絶対南商との厳たる申出J (新京都市

計画万策満鉄経済調査会 p8 8 )があった。医l有fH主設局ではこの中出をi笠守し

街路網Hi函をたてたが 、I品i;J，、経済調査会はこの III/:Hにとらわれずに計画を行な

った。当時の長容と郎市計画区域を図 4. 2. 3に、満鉄経済羽倉会の案を図

4. 2. 4 1こ、国部総設局による I註終新京都市計画幽を図 4， 2， 5に示す。

まず満鉄経済調 fi会の案であるが、宮殿(執政府)は南端の l将 i;jj の位置に ~t

19を正面として配置され、そのまわりを公園で取囲んでいる。宮殿のがiUis "j 
側)には大規悦な公園が自己[1され、その中央にはロータリーらしきものがみら

れる。また、公園をぬけ 、駅 }j而へむかう道は両側に値栽帯をもっ非常に広幅

員の街路となっている。通常の交通処理という観点から考えると、ロータリー

は交通容虫上は不利であり 、街路の延長線状にロータリ を設け rjJ央にアイラ

ンドを設けていることから、焦点を重視していたと与えることができる。とく

に、前述の広幅員街路は、片側がロータリーで、反対側は建築物となっている。

平面図からみると 、もちろん佳築物のデザインにもよるのであるが、完全なビ

スタアイスト y プ型の街路景観の形成を考えていたものと思われる 。

段終都市計図図をみると、執政府(宮殿、図仁では宮廷府)の位置は市街地

ないの 4の位置にあり南萌している。この位置は叶初(決定当時)は仮宮殿と

の計画で あり、図上に宮延ff.iと占込のある西武大w身の位置とする計画であっ
たのであるが、 i圭に本宮殿ということに計画変51!された。この図面はやや粗い

図面なので余り細かいことはわからないが 、liijiiliの満鉄経済調査会の案に比べ

て、街路網が広場を中心としたItx.~，J 型のものと目立交する区画街路とで構成され

ていることがl明らかである。つまり 、街路網を決定することにより郎市の骨絡

を形成するという巧えがより強かったといえよう。また 、東新京駅の駅前広場

についてみると満鉄経済調査会案でも計画されているが、 この最終案の方が特

に酋fl!IJについては駅前広場も大規模であり 、周辺街路も駅前広場を中心に放射
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1932'手当時町長者と都市計画巨峰 閃に示した区成が III終 iJ~í:ii~~ fl)rfr京国問也!;:!十回目 白
械のうら同r.f，U: ，~~h創 l/( )t区 ti. (lOOkml， j食{位。診削)~示す.来日Iの小荷台が後に
水rJ~ 池(11) 111軍)となった.大Jj}tJ- と íti'.i1 I .t. rr~~過位で宮殿依補地のひとつとなった

図4. 2. 3 
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由主R京鶴市計画 A鉄柱済問査会軍 ^"紙世府.その上に広大伝統水公団があり さら
に尚北にjム同日制問と官庁闘が阻いている

図4. 2. 4 
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状になっていることがわかる。駅前広場を重視し 、駅前広湯及び駅を焦点とし

て重視していたとど一えることができる。この郎市計画の中央部分の』広大図を図

4. 2. 6に示す。この図をみると 一層別らかに新駅(東新京駅)から JiX~.I 状

に街路が出ていることがわかるロまた 、大同広場 Ci直径 30 0 m) 、'p.民広場

(直径 24 4 m) などの大規模な広場を、広幅μ街路上に設けており、街路;主

観にアクセントを与えるとともに焦点をill視していたことが読取れる 。当 時国

都新京の完成予想図が描かれており(図 4. 2. 7)、これをみると大同広場

の中心には培状の建造物が儲かれており、完全なビスタアイスト y プ型の街路

;主観の形成を考えていたものと思われる。これが実現していればパリなどと同

織なビスタアイスト y プ型の街路景観になったものと思われるが 、実際には 舵

造物は造られなかったようである(写.J'H .2. 3、写真 4. 2. 4)。その

後細部の設計にあたって 、若干の街路網の変更があり(図 4. 2. 8) 、安民

}c路の下部の街路パターンが変化しているが 、前述したように広場を中心とす

る放射状の街路と直交する街路をうまく組合せて使い 、基本的にはまE形の街路

区画を達成しており 、街路網で郡市の白絡を形成しようとしていることが読取

れる。このA号えは 、前項の満鉄付属地と同級であるが、異なる点は街路の交差

が鋭角となること を避け、基本的には 2liJi!直交型の交差としている点であるが、

これは交通処理上の配慮であると同時に、敷地区画が 3角形になることを避け

たものとも与えられる。つまり、tJIlrlJの法本的骨絡に留らず、敷地の形にまで

配慮が行届いたとも考えられよう。

次に街路の横断面構成に石口する。長谷の街路断面図を図 4. 2. 9に示す。

図中幅員 60 mのものは宮殿(執政府)の正面の順天大街の横断面椛成である。

中央に 16mの幅員の遊歩道をもっ広幅員街路となっている。全断面中歩行将

用の空間は遊歩道が 1 6 m 、歩道が両側それぞれ 10m であり 、 合 ~I' 36mで

6苦1)に述しており 、歩行者空間を重視していたことがわかる。植裁についても

4 71)悩栽(実際には遊歩道側は 271)以上の他殺となっているようである、後ts

写真 4.2. 5参照)となっており、緑を重視していたことがわかる 。中央の

遊歩迫については、その幅員が 16m と充分にありかつ植栽iJ1も充分なため後

悔写J.'.¥4. 2. 5 b の織に(この写 J~. 峨影時は雨天のためややくらい感じとは

なっているが)アメニティの高い遊少辺となっている。このように、歩道遊少
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道とも充分な幅員と植裁量を確保しており 、アメニティにたいする自己肢もあっ

たとヰえられよう。この順天大街は、現在は写真 4. 2. 5のようになってい

る。 aの右側が 、遊歩道(b) となっているわけであるが 、あたかも森のなか

の街路の峨になっている。しかし 、遊歩道側があまりに緑蜜が多く、幅11も大

きいため l本の街路とは 7イレベルからはわかりにくい。写真 4. 2. 6のよ

うに偽般的に見ないと中央にグリーンベルトを抱いた広幅員街路としては認識

されにくいという点が指摘できる。!IIIts横断面図中幅員 4 5 mのものについて

は側方分離併をもち 、緩速度車道を持つ横断問権成となっている。また、級i!s

唱道の幅員が 6m となっているのを見ると 、 もちろん 2列でのi並行を巧ーえてい

たとも巧えられるが、当時あまり自動 '11交通量が多くなかったことを与え合わ

せれば、作事帯としての利用も考えていたとIff:測することができる。すなわち、

街路を機能上高速車線 と緩速車線 ・歩j!1をあわせた緩速道とのこつに分け 、I包

j主唱線は交通処理の機能をもたせ 、緩i!s'11線は停車手i?としての利月]も与泌する

とともに、歩道と合わせて幅広い歩行空間としての利用を考えたものと与えら

れる。また 、緩速車道を設けることによってさらに 2列の並木(柏樹帯)が生

じ合計 4列の並木路となる訳であり、並木を重視していたことがうかがわれる0

・焦点の重視

.ビスタアイスト 'Yプ型の景観の形成

.ds市の骨格形成

・駅前広明の重視

・敷地形状への配慮

・歩行者空間の重視

'7メニティにたいする配慮
・並木(緑)の重視
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回 国&sl11i1t画図 (φ夫部分。 1933'<事現在)

図4. 2. 6 
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写真4. 2. 3 (上)

写真4. 2. 4 (下)
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閉王;!;:Ui(現状) 宮廷前からltitJに伸びる刷天大前(現 liT ill 
R大 lJj) では倒泌に政府庁舎(現医科大学)が ~.(E している

写真 4. 2. 6 
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4， 3 京城における街路の特徴と思怨

まず、朝鮮統'Ai111がはじめに行なった南大門から南大門駅 (1圭に京j成駅、現

在のソウノレ駅)に至る街路の整備についてであるが 、 この工事について当H寺の

文献に、 「この工市計画は桜門を保存して市街の美観を保たしめ 、その左右の

械壁を取~Siし、門の南北両側に各幅八問の新道を開慾し、之に門を通ずる旧道

路を加へ 、 都合 三車線と為して交通を使ならしめ 、 機門の周 i習はイ'J ~宣を以て園

緩し、植樹芝寸を施して風致を保ち 、門の内外石屋の起点の石柱を建てて玉電

燈四個の装置を為し 、此の石柱を前後四箇所に建設し 、其の他警官交番所二棟

及び自動電話室一棟を設位するものにて ・ (中略)件j大門より停車場に至

る延長二百四十間隔十九問(歩道両側 lこ二.七五問宛 、車道十三.五間)

(後略)J (朝鮮土木事業誌、朝鮮総督府編 、 1937年)とある o r*i大門

という歴史的健造物を保存するとともに、市街の美観についての言及があり、

この改修では美観(景観)にたいする配慮があったことがわかる 。 また、南大

門の周辺については 、写tL4， 3， 1の改修後の南大門にみられるように植樹

を行なうとともに交番や電話ボ y クスを設けている 。すなわち 、南大門周辺を

広場、小公図的に整備しているわけであり、アメニティにたいする配慮があっ

たことがうかがえる。

次に、京域の計画平面図から読取れる思想について述べていきたい。図 4， 

3， 1は計画部]の底城(漢城)の街路図である 。京城の都市計画(街路計画)

がなされる前は 、 基本的な街路は 、 東西を w く }l~ 路と i暫大門に至る南大門通り 、

民福宮(光化門)に至る光化門i湿りの 3本であり 、それ以外は景徳宮、宗廟に

至るアプロ ーチのiiJiりと HB街路であった。 19 1 2年の初の市区改正予定路線

公示の後の京城市区改修予定計画路線図(青柳綱太郎 京城案内 、 19 1 3年)

が図4， 3， 2である 。基本的には矩形城の街路パターンとなっていること、

鍾路を東大門まで延伸し、光化門通りとの交点に矩形の広場を鎚路と東大門通

りの聞に大規模な広場を計画していること、長編宮のJ.I:!南端と若革町の位置に

円形の広場を設けそこから放射状の斜路を設けていることが特徴として読取る
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ことができる 。 また、市街地中央部を点内に1'l:ij)jする鐙路と東大門通り上に矩

形の広場が 2箇所に予定されていることから、 rl'調になりがちな広幅員街路の

;主観にアクセントを与えようとしていること、また市街の中心部 、かっ広幅n
街路上に広場を設けていることから、アメニティ lこ対する配胞がうかがえる 。

1Ji本的には絡子状の街路を配置することによって、都市の基本的'iJ絡を形成し

ようとしたものと考えられる ロ また、 PIJ杉の広場と放射状の街路からは、 ，VA戸、

をill視していたろうことが読取れる 。 I928 年第 2 次点城都市 ~II歯の点滅街

路.H両予定図を図 4. 3. 3に示すが、第 2次京械都市計画においてはこのrY

Jf~ の広場と斜路は委をけす 。 この第 2 次計ìil!iでは、南山の 1将方及び凶 Jj にまで

計画jJ，止が広がっていることがわかる 。 この第 2次計画の街路図上で、幅1-11 5 

間以上の街路に省同すると 、 T 字 1~ を 2 つ歪ねたような Jf; で "J 央の rlí 街が分割

されていることがわかる。当時の悦同の都 市内を評した記述に 「例鮮の rlJ街地

は、概ね辺路1;た隙にして屈 l泊甚だしく交辺 ・衛生及防火上不便不利多く n然 rlj
街の発展を|坦擬するものあるを以て本府設置以来各地ともに市街の改善を図り

その発展に伴い漸次街衝の整f'll.j道路のJ足、築に努めつつあり J (朝鮮総督府発

行、削鮮総管府市政年報昭和JI 2年版、 19 3 8年)とあり、防火についても

問題視していることが明らかであり、 rlj街を広幅員街路で大分割することによ

って防火を図っていたと考えることができる。 1930年第 3次京城1mrlj ~I 匝i

における京城都市計画図を図 4. 3. 4に示すが、さらに計画i或はdU工を魁え

て南方、白方へと広がっていることがわかる 。 市街中央部について、第 2次の

!~-I 而l と比較すると大路第二煩(幅員 28 m 以上、すなわちほぼ 1 51m 以 1:) の

広幅nの街路がふえていることがわかる 。 また 、特筆すべきは$2次計阿では

I 2 rmであった光化門通り(総督府のが!の通り)から続く、鐙路から 1将大門ま

での街路が大路第 l類(幅只 34m以上、すなわちほほ 19間)のは:幅只街路

としてjlJH iilliされていることである 。 これによって 、南大門駅(点以駅、現在

のソウル駅)から、朝鮮総督府(王宮)まで 、広幅貝街路が続くことになるの

である 。その幅員は 、南大門駅から鈍路までが、ほほ 19問、銀路から例鮮総

督府までが広路と位置付けられ 24聞である。つまり、主要釈である点城駅か

ら、市街のゾンボノレとなるべき ':VJ鮮総管fnまでの街路が、大路lfil煩と広路で
情成されており市街で最も広幅員の街路となっているわけである 。すなわち、
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郡市の E中山を作ろうとしていたと与えることができるわけである 。

この);tlii!i駅から朝鮮総管府に至る 11.:幅n街路は 、点滅駅から 77ローチして
行った 11与の街路民観についても配慮されていた 。写真 4. 3. 2はu本統治時

代の京械駅からみた南太門である 。 この写}'.!をみると 、ややむにずれてはいる

もののほぼ焦点の位置に南大内が見える 。写其 4. 3. 3 は 尚 大門からみた;~{

械府庁であるが 、ほほ焦点、の位iEに京城府庁が見える。写兵 4. 3. ~ は点械

市街の朝鮮総督府及び京城府庁}j函を的l服した写呉であるが、朝鮮総管JHもそ

の前の街路(光化門通り 、現在の i立宗路)の焦点、の位置にあるといえる 。す な

わち、以城駅から朝鮮総管府に至る街路では'品に焦点の位置に象徴的ili造物が

くるように計画され、図 4. 3. 5に示すように点城駅から朝鮮総督府に至る

7イスト y プの連続景観が演出されていたわけである。

';ifJ鮮総督府首IIの光化門通 りは 、幅員 30 IHJで計画されており 、 この怖只は {也

の通りと比絞 しでも 破格 のものである 。その軸線の位ff1を検討すると 、区I4 . 

3. 6に示すように 、景福宮の車曲線とは }jfoJがずれているが、朝鮮総管府のili

物とは 、街路の右端に唱曲線がきではいるものの方向は一致している 。 これをみ

れば、光化門通りが、朝鮮総督府市!ということを強く怠識して計画されたこと

はl切らかであり 、統治下の京域において γ ンボル的な街路として計画され、 ま

た朝鮮総管府のシンボ Jレ性を強化 していたと考えることができる 。

. ~定観に女、j する 配慮

.街路氏観へのアク セ ントの HJJII

.7メニティに対する配慮・!i，点のfllm
・防火・m市の主軸の形成
.7イスト y プの建造物への配1;2.
-街路間体のンンポノレ↑生の演出及ひ象徴的住造物の νンポノレ↑生の強化
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4. 4 恰間浜における街路の特徴と思想、

4. 4. 1 ロシア時代の計画における街路の特徴と思怨

恰爾浜の計画は前述したように、ロン 7によって 189 8年に開始された。

ロ'-'7は、大.i!l!及び恰爾浜を東1白鉄道の基地とし、姶爾浜を東洋のモスクワに

すべく 、恰爾浜の都市鐙備にあた っている。ロシアの，Hiffiiによって形成された

恰爾浜の市街l苅を図 4. 4. 1に示す。

段初 iこどf下した町Iはスタールイ ・ハノレピン(香抗 、図".16 )であったが、こ

こは義干日l賞、1，件 の余波で破壊されたので 、 1900年これにかわって/ピゴロ

ド(新市街地という怠l沫、南同地区)とブリスタン(叫頭区)をし1.1心としたi也

区のu!設を行なったのである。

まずプリスタン(均政区)を含む駅の北側の地区は、商業地区として計画さ

れた。官庁等を含む地区として計向された/ピコロド(向 iliil地区)には中国人

の居住を祭じたので、鉄道線路を起した低地の道世(ブリスタン 、tl;llIJiI文、図

中2)及び道外(伝家旬、図中ぺ )に中国人は集中した。 J直視は商業地として

繁栄し、そのキタイスカヤ通りは~人商、中 国商人等が粁をならベ、点点の銀

座街の観を呈したと言われている。しかし、街路網配置をみると 、昨頭区も 伝

家旬も単純な佑子状の街路パターンであり、キタイスカヤ通りがいくぶん目抜

き通りの級制を呈していたとしても、街路網目己位や幅員の巡いなどはみられず、

軸線の存{Eも明確ではない、求心性も之しい、焦点、に対する配慮などもみられ

ない、いわば平凡な計画であった。この街路ハターンは、この地区が商業地区

であり、分j躍を前縫としていたため、分譲にi9.!利なように矩形状のパターンと

したというfTl!出が勾えられるが、後述する官庁写を含む/ピコロド(P:<ii詞地区)

と、商業地|夫であるこの地区とを、街路バターンによってl烹別していたともイ号

えられる。

118 ー



/ピコロド(南岡地区)の街路網配位は、絡子状の街路配Li1に斜路を加えた

街路パターンとなっている。さらに詳細にみるために、ノピコロド(尚尚地[ズ)

の拡大図を図 4. 4. 2に示す。 2本の広幅員 (4 3 m) の斡線街路(大 11]街、

車拍街)が卜文字:に自己位され 、都市の'I"J絡を形成していると与えられる 。その

交点はロータリー交差点となっており、その中心lこ中央寺院(サボール)が白

かれている(写真 4. 4. 1、写真 4. 4. 2多照)。この中央寺院は大山街、

車姑街の焦点の位置に存在し、両街路とも中央寺院に向って、ビスタ ・アイス

ト"7 Jt~ の京在日が形成されていたと与えられる。この巾央寺院の存在するロ-

7リ-:><:差点は市街地の中心として Hiilliされていたと身えられよう。特に 'Iiu11l 

itiは駅も焦点の位置にあり、駅と中央寺院の1lJ]については、両 }j向]がビスタ ・

アイスト yプ型の景観となっていたと与えられる。また、この 2本の広幅員街

路に沿って、主要建築物が配位されており、この大直街と rl;i.U[~ 街は "1 街地の jミ

柏となっていたことが明確である。

駅については、最大幅員の申立占街が駅を焦点、の位置に据えとりつくとともに

駅前広場も 1警備されており、駅が歪視されていたことが伺える。

唱姑街は馬家講を越えると i並道街と名をかえ、幅員 10 6 mの街路となる。

このiill近i.i-iの断面は後の満州問の自|同lでも維持されるが、、l'分以仁を挺i栽':fiiこ

割き、抜本を備え 、乗馬jQなども含む横断面椛l戊となっており、 jili道街は公l羽

の性絡をも持ったアメニティ性の強い並木路であった。

.焦点のiM:視.1白区 の【IJ心性の演出
・駅及び駅前広場の重視

・都市の.r1絡形成

・建築物との一体性

.都市の 1:申111の形成

・公図道路の思怨

.7メニティに対する配I!'l.(
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写真44 1 中央寺院のあるロータリー (19 3 5年)

上下方向ガ車姑街，左右方向ガ大直街，

左上の建物は博物館

J
干

;
h

中央寺院(サボー)L.)
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4. 4. 2 I拾爾浜における街路の特徴と忠怨

恰爾浜においてはロ ν7の計画に引続いて、日本の技術省によ って満州国と

しての計画がなされたわけである 。 ロゾア l時代の計画図を図 4. 4. 3に、そ

の後たてられた計画図を図 4. 4. 4 に示す 。 ロシア時代の ~I 阿 I或は、その後

の ~I ~Iij図中の飛行場という字の左側部分に過ぎず 、 計画域がかなり拡大してい

ることがわかる 。

図中松花江 (SUNGARI) より北方の地区はロータリーを持つ広場を中心に、

斜路と格子状の街路ハターンで摘成されている 。 これは 、地区の中心に街路を

集めそこに広場を設け地区の中心性を高めることを考えたものと推測lできる 。

また、その広場にロータリー構造を用いたことは街路上からの見え }jを巧えれ

ば焦点をill視する考えがあ ったものと身えられよう 。

図中南)]は整然とした格子状の街路パターンとなっている 。敷地を矩)f;j)(に

大分割し、.1Ji本的な剖1dJの什絡を規定していたものと宅一えられよう。また、新

駅からンピ y クセンターにかけての地区は!IRからの申111線を強〈怠識した街路パ

ターンとな っており、郡市計画上駅及ひ駅前広場を重視していたことがわかる。

その νピ y クセンターの計画図を図 4. 4. 5に示す。斜路はなく、ロータ

リーと円弧状の街路を多用した設計と言えよう。この街路パターンを概観しで

も中央のロータリー 精進の広場を中心とした対称的な計画であることはわかる

が、大規似な公共建築物についても同悌である o '/ピ y クセンタ から北西に

延びているひときわ広幅員の街路は興満大路であり新駅に突叶る広幅員街路で

ある 。 この興満大路の起点に予定されている辿築物は市公認であり、中央のロ

ータリーを挟んで向合う(主位には省公:Rが{泣かれている 。 またこの唱曲線と白交

する形で、w:北側に本部司令部が、凶南側に公会堂がやはりロータリーを挟ん

で向合っている。すなわち、この中心、のロータリーがンノピ y クセンターの中心、

であり 、 市街地計画の中心とな っ ているわけであり、中心性を i}gi く~，識した計

画と 言えよう 。 また、シピ y クセンターの計 l'同を見るとiM築物も 一体に考慮し

たことがうかがえる 。
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実際、日合間浜の都市計画においては ill築の規則においても街路との関係に/l!J

する規定が定められている 。日告l1Jlj浜特別市瞥定住築規目1/の関係ある部分のみ抜

粋して資料 4. 1に示す。 市内の道路の隔日は第 26条で規定されているわけ

であるが、注目すべきは第 27条である 。つ まり 「家屋の新築あるときはすべ

て第 26条の規定に従い辺誠せしむ 」とあり 、市内の道路隔日を確保するため

たてかえ時のセ y トパックを法律上で規定しているわけである 。

建築物の高度制限について定めた第 30条も往日すべきJ;J;!Aである 。家出 の

高さの制限を前面の j且路幅との関 係で規定しているのである 。街路幅が大きく

なった1I.'iはすなわち辿物の尚さが高くなる[I-Jは、住居地区では 20m、その他

の地域では 35mを越えるような場合は別途許 "jが必裂な条件になっているが、

通常の場合は肢大高さの規定であるが家反の高さと道路幅の比は 15 1 0で

あるべしという規定になっている。 D 11 が 2 3より大きくなるように規定

してるわけである。街路呆観上回まれ感や圧i息感に重要な彩轡を及ぼす D 11 

をもって 、他物高さの制限をしているわけであり 、街路氏wlの形成に対して、

建物の高さの制限を合わせて配慮を払 っていることがわかる 。 ただし 、 D 11 

の値としては 、 lが Jレネ yサンスの都市のiI!iであり概ね ill物 l勾さと街路の幅の

聞に均務があるとい われていることを有えると 、やや小さいものである 。

さて 、 ゾピ y クセンターと駅を含む地域に つ いて次にjAベる 。シ ピ y クセン

7ーを 含む郎市中央部の拡大図を図 4. 4. 6に示す o IIrj JAしたように新駅と

シピ yクセンタ を結ぶ広幅員街路が興法i大路(幅員 10 0 m)である。この

興満大路は駅側にロ ー タリーを持ちンピックセンター側lこ1/1公!Efを持つ附端の

焦点、に配慮された 構造にな っている 。 また 、新たな駅とゾピックセンターを広

幅員街路でつないでいることから 、都市の1:判lをつくろうとしていた怠図を社

取ることができょう 。 また、この興満大路の両siIJは美観地区に指定されており、

都市の Io'n1~ となる べ き広伺只 街路の沿道を含めた街路氏 f!llに配 /iS}. していたこと

がわかる 。

前!日凶 4. 4. 4を見てもわかるが、拡大図 r/J下方の 120m  道路と下部左

の公図と記4読されている部分から下方に {中びている道路は、中央に苑地を含む

街路精道となっている 。 また 、 y ピ y クセンターと旧市街を結んでいる広幅n

街路 (j辺道 i}j) も苑地 を含む椛造とな っている 。通道i討の悩断面図を 1'614. 4 
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7に示す。 このように緑地を多く含む街路のことを街路図胞設i道路と呼称した。

資料 4. 2に姶爾浜剖l邑計画説明占の道路及び広場の項を示すが、この幹線道

路の幅員を示す表中にこの 「街路図施設道路(中国語では設胞街路図之道路)J 

の記述が見られる。すなわち、街路内に設けられる緑地引のことを街路泌!と呼

んだわけである 。つまり、緑を重視していることは明らかであるが、いわば公

園道路とでもいった公園と街路を 一体にした広幅員街路の思:rnがあったとイ雪え

ることができょう 。

迎 j且世iの断l白図でも疾行 111jQと緩行 rj.tifl がわけられているが、日合同1 浜r，í~ 邑計

画説明占の中でも l明記されているように、品i卓'11と緩i車'Iiの交通の多いところ

ではそれぞれの通行部分を区別することが決められていた。jl持論、交通処l1!1上

の要因が中心で決められたことと考えられるが、歩行者の l立近の唱道を臼動 '11

が高速でi並行することを遊けていたとも有えられ、歩行者の安心感、アメニテ

ィlこ対する配慮のーっとも与えられょっ 。特に、 i車道i}jの線に liij庭と呼ばれる

部分をもっ街路では、前庭、歩道、緩行唱道を合わせて、充分な了メニティを

もった歩行省空間を篠保していたということができょう 。

.焦点のill視

・駅及び駅前広場のiTI:視

・地区の中心性の演出

・都市の刊絡形成

・u!築物との一体性

・D 11に対する配慮

・郡市の E軸の形成

・美観に対する配Ii'!!.

・公園道路の恩怨

・歩行省空間の重視

・緑の弔視

..，.メニティに対する配慮
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資 料 4 時 ロ 繭 浜 特 別 市 暫 定 建 築 規 則 ( 旧 浜 江 市 政 務 倫 処 管 区 ) 〔 抄 〕

「 ト 〈 M 二 年 六 月 ニ 1 三 日 民 政 側 令 J

f u F m 一 一 可 ニ ヨ リ 川 脱 削 悶 川 ¥

第 一 章 総 則

第 一 量 本 山 町 川 ハ 本 市 民 内 一 切 ノ 組 山 地 情 泊 ヲ 川 副 川 正 シ 尚 生 ニ 迎 〈 H シ 交 通 - - M N 刊 ニ 日 心 股 ヲ 子 制 ， ノ R U ヲ m 4 セ

j ム ル ヲ 以 テ H 的 ト ス 。

第 二 謀 本 市 内 ニ 於 テ 主 川 町 ヲ 新 議 X ハ 改 弘 セ ン ト ス ル 占 ハ バ ノ 住 宅 ク ル ト 向 加 、 工 同 比 他 如 何 ナ ル 何 別 タ ル

ト ヲ 川 ハ ス 必 ス 本 有 ノ 認 可 ヲ 川 テ 之 ヲ ' 刊 フ ベ シ 。

節 三 量 本 市 内 ニ 於 テ m築 、 改 A U X ハ 位 以 ( 収 舟 付 、 耐 刈 修 将 司 ヲ 除 ク ) ス ル ハ ム 払 ノ 町 民 物 ニ ハ ス ベ テ 本 山

川 ヲ 週 川 ス 。

第 四 量 凡 ノ 出 処 物 ハ 之 ヲ 三 等 ニ 分 y 向 山 、 山 開 館 、 料 州 制 . 1 川 叫 前 川 樹 、 劇 場 、 映 州 制 寸 ハ 之 ヲ 一 万 ト ン 新

式 二 附 辿 H む ヲ 二 号 旧 式 日 宅 ヲ 三 m w ト ス
u

第 二 章 訂 可 中 山 川 ノ 手 杭

第 五 条 ι記 引 凶 ノ 一 ニ 訟 当 ス ル 場 合 ハ 引 l 川 本 古 ニ 之 ガ 他 都 訓 可 抗 ノ 1 附 ヲ 的 ボ ス ベ 三

一 ス ベ テ ノ 新 張 工 引 又 ハ A ' m改 造

ニ ス ベ テ ノ 防 相 -i 市 X ハ 一 部 改 砧

第 六 車 山 山 廿 即 刻 川 寸 川 ヲ 巾 訓 ス ル ト ー ハ 先 ス 本 山 ニ 山 山 内 地 断 川 紙 ヲ 川 求 シ 々 H mノ 川 人 ヲ ハ ν 別 抗 出 M 印 シ タ ル 役 凶

出 〔 品 川 H 払 付 ) ト 比 - 一 行 土 一岨 ヲ 十 小 山 内 二 山 山 ι ノ テ 山 U ノ 五 地 川 代 ニ 川 山 ス ベ シ 川 一 二 等 以 l ノ コ 引 ニ ハ 必 ニ 設

n H H 一一 泊 ヲ 添 附 ス ル コ ト ヲ 世 ス 。

加 七 革 関 山 品 川 明 利 ノ 文 f ハ 政 ι イ ヲ 除 ク 外 刈 文 ヲ 佐 川 シ ( 尚 山 古 文 併 川 E H J H ん 紀 ノ 科 川 ヲ 記 叫 ス ベ シ 。

- j 地 問 師 凶

叩 川 山 ノ 川 町 名

乙 住 筑 川 川 ぷ 川 此 刀 向

内 山 辺 地 山 ノ 探 サ 壮 一 仏 サ

丁 辿 築 品 川 地 ノ 山 川

は 附 近 ト 〈 小 泊 山 川 ノ 巾

，L ぷ 川 防 仏 以 内 側 出 染 物 卜 ノ 削 M M 円

民 凶 l ノ 比 例 代 ハ [ 千 円 分 ノ 一 ヨ リ 小 J J ル ヲ 叫 ス ( I z m M )

二 日 来 投 川 川 凶

川 γ 日 出 凶 ‘ 側 出 凶 ‘ 絞 川 凶 断 出 凶 、 u h 附 中 山 凶 、 竹 山 川 凶 、 川 川 町 凶 A L 川 世 間 分 ノ 作 制 ゾ ル 川 沿 凶

乙 山 東 郎 々 円 叩 分 ノ ト 〈 サ . M 砧 材 料 松 川 川 進

内 山 門 地 物 内 叩 ノ 地 山 ト 中 山 泊 山 ト ノ リ 川 悦 ノ Z

T T 水 A l 水 制 ノ 仰 山 大 小 此 氏 ノ 公 比 ト 水 ト ノ A H 抗 点

は 辛 口 町 ノ M m M ( 例 へ パ 向 山 日 正 、 ぷ 州 、 側 以 . 旅 仙 川 、 れ 山 . 工 場 . 以 院 ‘ 学 校 「 寸 ノ 行 叫 )

，L 川 出 羽 物 ヲ 改 泊 ス ル モ ノ ナ ル ト l ハ 川 敵 地 跡 ヲ 山 線 ニ テ 点 ハ ス ベ シ

出 公 衆 ノ 加 古 ヌ ル 出 漬 物 ヅ ル 卜 f ハ 収 ' h I H 政 ヲ 川 μλ ル コ ト ヲ 盟 ス

字 以 l λ 凶 ノ 焔 パ ハ 門 川 川 同 二 二 十 分 ノ 一 ヲ 川 フ ル ノ 外 λ ベ テ ' H 分 ノ 一 ヨ リ 小 J ル コ l ゾ 山 ス

l l - ∞岨 l l
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4 1 校 日 以 川 ノ 性 名 目 折 詰 U M 慌 札 ノ 市 り 及 川 1 ・ 竣 工 ノ 則 口

役 H 仙 川 市 行 ニ 必 企 ナ ル 白 川 刊 凶 刷 及 川 副 明

第 六 章 泊 路 ノ し 仏 制

第 二 十 六 車 本 山 内 ニ 於 ケ ル 道 路 ノ 広 サ ハ 木 市 h ニ 於 テ 左 ノ 如 ク 脱 ， ん ス

一二日 I
ニ 山乍布十勾イ v 泊 山 山 附 州 ニ 十 木 州 尖点

三 時 uv 泊 m J l 八 米 尖

円 叩 l y u m」 l ご 、 一 二 、 円 米 尖

五 ザ J U 路 十 正 夫 以 1

第 二 十 七 条 十 小 川 ハ 本 出 従 来 ノ 泊 路 ガ k m メ テ 扶 陥 H 不 万 一 一 シ テ 交 泌 上 不 便 少 ナ カ ラ ザ ル ヲ 以 テ 漸 次 之 ヲ 瓜 制

ヅ ラ ン ム ル 日 的 - 一 一 ア 車 川 m ノ 新 第 ア ル ト キ ハ ス ベ テ 第 二 十 六 良 川 ノ 山 山 ニ 従 ヒ 辺 浪 k a ノ ム

第 二 十 八 条 ' れ に お 刻 ノ 川 P M 7 ル ト キ ハ 第 二 十 六 免 ノ 糾 定 ニ 従 ヒ 川 旧 制 λ ル コ ト ヲ 世 ス

巾 ま い m ノ 川 県 倒 地 セ ル タ メ 之 ガ 改 泊 ヲ ブ ス モ ノ

乙 来 い 山 ノ 内 叩 ヲ 改 治 シ 仰 カ ニ 外 ぽ ノ ミ 従 米 ノ γ マ 山 山 川 セ ン ト ス ル e ノ

ぷ 円 五 川 ノ 川 町
L 此 玄 関 側 ノ 形 式 ヲ 改 泊 ス ル モ ノ

「 本 円 ニ M 仇 日 ヲ 山 川 町 山 川 シ ノ 必 史 ア リ ト 犯 ム ル ザ 七 ノ

第 二 十 九 条 佐 川 3 日 明 ガ 印 カ ニ 明 付 ヘ ニ 泊 ギ ザ ル ト A 4 ハ 辺 成 七 ザ ル コ ト ヲ 川 内

第 七 草 辿 築 J ノ 制 限

一 山 川 山

第 三 十 条 I M ノ ハ 川 サ ハ け 片 道 路 ノ 巾 卜 十 対 | 一九 ノ 比 例 タ ル ベ γ 叩 半 以 ノ ロ サ ハ バ 泊 附 巾 ノ 一 的 半 ヲ 組 込 ル コ

ト ヲ 叫 ス 。 此 山 一 止 ヲ 迎 ユ ル モ ノ ハ 只 ヲ 上 M m 比 例 ニ 従 ヒ 巡 次 川 辺 縮 セ シ ム ベ a ノ m H 宅 区 域 ニ 泊 リ テ 二 十 米 山 ヘ バ

ノ 他 ノ 区 械 ニ A リ テ 三 十 五 米 突 ヲ 組 ユ ル ト キ ハ 本 記 ニ 於 テ 其 近 隣 ノ 判 川 悦 ヲ 訓 抗 ノ 上 可 能 二 地 フ 卜 訟 ム ル ト

ト ニ 仰 リ 64 K 仙 竹 山 ヲ 許 吋 ス ル モ ノ ト ス

第 三 十 一 東 京 川 ノ 一 川 サ 二 十 米 以 下 ナ ル ト 中 ハ 快 い 此 ヲ 川 ヒ テ 之 ヲ 山 地 ク コ ト ヲ 叫 引 内 部 ノ 山 山 知 材 料 欠 陥 ヲ 州 フ

ニ 円 止 ラ ザ ル 1 l ハ 」 I I 氷 山 人 ヲ 起 ユ ル コ ト ヲ 引 ザ ル E ノ ト ス

第 三 十 二 車 五 川 ノ 一品 サ 二 十 米 史 以 上 ブ ル ー キ ハ 網 拡 瓦 ハ 鉄 筋 ヲ 川 ヒ 「 セ メ ン i
」 X ハ M 川 利 土 - て ア 0 4 7 策

ク ベ ン

第 三 十 三 晶 I M ノ 一 品 サ 十 一 米 刈 人 ヲ 組 ユ ル 叫 ハ 本 H ヲ 川 ヒ テ 之 ヲ 辿 ン ル コ ト ヲ 川 口 ス

第 三 十 四 条 日 M ノ 家 附 ヲ 佐 官 セ ン ト ス ル ト ヰ ハ 比 苅 一 階 ノ 一 品 サ ハ 三 米 夫 半 以 上 ナ ル ベ
4 ノ バ 他 ノ 附 ノ ホ 川 サ ハ

ニ - J 一 米 山 人 ヲ 凶 ユ ル コ ト ヲ ωス

町 三 十 五 量 削 J ノ 附 凶 辿 禁 物 ガ 以 上 A T 山 川 ノ 十 分 ノ ニ ヲ 組 ユ ル 川 ハ 政 出 来 物 ノ 品 サ ハ 附 同 山 漬 物 ヲ 代 、 ク

山 川 竹 川 サ ヲ 以 テ ノ 」 ヲ 山 小 λ モ ノ ト ス

第 三 十 六 車 H じ μ 域 内 ノ 二 階 山 以 上 ノ 山 車 耐 川 ハ 敵 地 総 耐 川 ノ 円 分 ノ 六 十 ヲ 凶 ユ ル コ ト ヲ 川 ズ 日 己 似 域 外

一 一 於 ケ ル け 宅 ノ 山 知 モ 亦 本 条 ノ 似 U A - 一 依 ル ベ シ

第 三 十 七 車 内 E M H 叫 内 ノ 一 一 附 辿 以 上 ノ 山 山 恐 山 川 ハ 敷 地 総 山 山 ノ 円 分 ノ 八 十 ヲ 凶 ユ ル コ ト ヲ 叫 ズ

第 三 十 八 来 日 月 M 域 以 内 主 M M 唱 以 外 ノ 似 ほ ニ M K - 7 ハ げ 片 山 叩 沿 い 山 川 ハ 政 地 ノ 総 山 川 ノ r H 分 ノ じ 十 ヲ 凶 ユ ル コ 卜

J J 川 ス

ー ニ ロ l
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知 山 三 十 九 条 市 町 ニ 川 へ ん 敵 地 ハ バ ノ 辺 附 ヨ リ 九 本 文 以 内 ノ 内 部 ノ ・ 、 バ 泊 断 力 や 泊 ニ 』 ザ ル 財 AH ニ 川 リ 全 部

山 比 一 世 山 川 ト ハ ス コ ト ヲ 叫 九 忠 夫 ヲ 組 ユ ル ト ト ハ m -ニ 十 六 条 ん 長 一ニ 十 八 条 ノ 別 立 ニ 従 ヒ 処 川 ス ベ シ

第 盟 十 品 道 路 ニ 山 ス ル 公 成 m A Hノ 辿 染 物 ノ 刷 出 ニ ハ m当 ノ 空 地 ヲ 広 シ 最 物 日 市 ノ 川 ニ 肌 ス ベ シ

三 位 泊 ( 小 防 長 以 )

第 四 十 一 量 三 附 以 上 ノ 京 以 ハ 其 歩 道 ノ 巾 ヲ 止 ノ 如 ク 川 内 止 ス

一 t u m 川 耐 ノ 少 辺 ハ ヒ 米 夫 以 上

ニ t u m 一一 川 内 ノ 少 泊 ハ 五 正 夫 以 上

第 四 十 二 条 ご 附 以 ト ノ ， ふ 民 ハ 比 少 泊 ノ 巾 ヲ ん ノ 削 ク 川 胤 山 ス

一 川 後 大 川 ノ ι 守 山 ハ 円 米 夫 以 上

二 日 万 ノ 大 川 H h ハ 川 ' 出 ノ 大 門 ガ 制 対 ブ ル 卜 f ハ 凶 米 以 仁

三 副 耐 ノ 大 門 - 一 通 ズ ル 岱 泊 ハ 三 米 以 上

第 四 十 三 条 如 何 ゴ ル 京 以 ト 雑 モ 山 川 ヲ 投 川 ス ベ シ 。 川 円 辺 町 - 一 一 泊 へ ん V I い 肌 山 ハ 引 内 ノ 京 以 ニ シ テ ロ サ ニ 陪 辿

出入 ' H 九 米 N 人 Fτ 仙 タ ザ ル ト キ ハ 臨 時 変 則 ム ノ 処 川 ヲ 民 ル コ ト ヲ 叫

第 四 十 四 草 山 泊 ノ 巾 凶 米 半 以 下 ニ シ テ ポ 以 一 二 ー 寸 以 上 ゾ ル ト キ ハ 山 人 リ ニ 間 以 上 ヲ 設 ケ 辺 山 ト 州 泊 ゼ シ ム ベ

シ
第 四 十 五 最 少 泊 内 ニ ハ 少 泊 - 一 時 リ テ 辿 砧 物 ヲ 似 品 ス ル コ ト ヲ 訓 サ ズ 判 例 n ノ ぬ 川 ハ 北 側 リ ニ 』 ズ 佐 川 ノ 拠

' H ハ w H ノ 五 山 ニ 問 状 ス ル ， ふ 以 ノ 一 川 ノ 採 サ ヲ 組 ユ ル コ ト ヲ 叫 ス @ 佐 川 ハ M l 凶 ナ ル 材 料 一 一 テ 之 ヲ 辿 砧 ス ベ 三

田 辺 山 川 ニ 尖 山 ス ル 山 町 民 物

第 四 十 六 革 泊 附 ニ ド 山 ス ル 第 一 防 ノ れ 主 ノ 門 川 ハ 外 点 一 一 向 ヒ テ 山 刀 ザ ル コ ト ヲ 此 ス

第 四 十 七 条 小 柄 、 剣 山 窓 、 納 川 h H 布 ヲ 辿 竹 山 ス ル ニ ハ サ 本 柑 人 以 」 ノ 泊 路 ニ O リ テ ハ 地 上 ヨ リ ニ一 米 災 半 ( 心 似

部 ) 以 i ノ 日 サ ゾ ル コ ト ヲ 叫 ス 。 刈 人 山 部 分 ハ 一 本 実 ヲ 組 ユ ル コ ト ヲ 汗 サ ズ

第 四 十 八 条 泊 附 ニ ぃ 山 ス ル 京 川 町 ノ 一 抽 ハ 川 口 ヨ リ ヰ 米 地 点 山 ス ル コ ト ヲ 川 ズ

第 四 十 九 長 山 引 物 上 ニ 山 人 山 セ ル 五 術 秘 的 ハ H M 低 郎 ガ 地
γ 山 ヨ リ 二 本 山 氏 平 以 上 ノ ロ サ ヲ 似 川 λ ル コ ト ヲ 耐 久 ス

第 五 十 品 辺 町 一 一 山 ス ル 家 M ニ ハ 本 砧 出 樋 ノ 州 市 川 ぷ ヲ 品 サ ス 以 力 刑 判 ノ モ ノ ト 雌 モ 六 桝 ノ 針 金 ニ テ 院 側 ス ル コ ト

ヲ 世 ス @ 「 ガ ラ ス 」 川 町 ノ モ ノ 咋 限 凶 ノ 比 ぷ 竹 中 泊 ノ H H 辺 ヨ リ 尖 山 セ ス 円 以 悦 郎 ガ 砂 泊 ヨ リ ニ 忠 夫 半 蹴 レ 川 ル

時 ニ ノ ミ 之 ヲ V K 川 ス ル コ ト ヲ 叫

第 五 十 一 条 附 凶 ノ 訂 品 川 4 V ハ ス ベ テ 町 制 以 外 ニ 克 山 ス ル コ ト ヲ 川 ， サ ル モ ノ ト ス

五 山 山 抑 制 点 ノ 制 限

第 五 十 二 車 川 内 ニ 於 ケ ル 実 際 m m 混 ノ 地 出 ハ ル ア ク ト モ ホ 少 泊 ぃ 山 ヨ リ 0 ・ 一 五 米 夫 州 ク 、 帥 % セ ザ ル 部 分 ハ 0 ・

円 O 米 山 人 以 ノ 」 ヲ u 川 ク ス ベ キ モ ノ ト ス 川 北 タ 位 認 セ ザ ル 泊 町 ニ 出 ス ル 地 方 ハ 去 々 迫 間 山 ヨ リ O 三 O 米 如 氏

之 ヲ a 川 ク ス ベ ン 旬

第 五 十 三 車 川 北 ノ 地 γ 山 門 川 リ サ 0 ・ o t h I 克 ノ 一 h M 明 「 コ ン ク リ i 」 ヲ 川 キ バ l ヨ リ 円 泊 ノ 「 コ ン ク リ 1

ト 」 X ハ 叫 じ 凡 山 ハ 刊 什 げ 凡 ヲ 加 へ テ 之 ヲ 制 M A ス ベ 一 三

京 五 十 四 品 川 叫 セ ザ ル 地 出 ニ 舵 セ ル 山 陣 阪 ノ 1 山 ハ 少 ク 丸 地 山 ヨ リ 0 ・ ニ O 米 航 レ シ ム ベ ン 池 山 ニ 出 丸 ア ル

ト ド 白 ハ 休 干 ヲ 「 コ ン ク リ ト 」 X ハ j 削 H 川叩 I F ノ 耐 水 材 料 ニ テ 一 段 ダ ケ 細 川 代 ン U 阿 川 ノ 川 一 一 ハ 岨 川 口 ヲ 段 目

ス ベ p モ ノ 1 ス

第 五 十 五 呆 れ 凶 、 出 所 、 中 山 出 品 組 問 削 } l l ノ 地 出 ハ ス ベ テ 「 セ メ ン ト 」 X ハ H 他 ノ 副 本 材 料 - て ア 之 ヲ 納 付 代 ス ベ

ン @

ー ニ - ー



噌商浜ts1!<計画図の中史部分 (1936年現在)
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6 、 判 片 蚊 隔 日 以

7 、 比 の 他 の 如 来 同 時 間

叫 、 市 は 前 川 引 ハ J Z m u小 別 伝 本 地 民 以 外 K 仔 花 す る 以 来 日 主 任 対 し て は ι記 万 針 陀 依 り 相 即 す る も の と 寸 ，

ヲ 二 ー し

，h - - M  

ー 、 陥 紀 ト 行
h ド バ な る も の 民 対 し て は 山 K 之 が 移 転 を 命 じ 本 地 μ一 日 収 u v h す

2 、 胤 紀 t 市 中 K U 仰 せ し む る ζ と は ほ る 叶 く 迎 く る を 可 と す る け γ H E 応 対 し て は 漸 近 的 K 之 が 移 A 引 を 巾 じ

本 地 M K 収 科 す る ζ と

資 料 8 恰 爾 浜 都 邑 計 画 説 明 容

仙 川 町 州 - 次 郎 門 U A 州 品 川 H H

出 一 副 状

一 、 位 円 以 地 併

市 4 r H 削 一 取 材 別 市 的 舵 川 問 問 一 新 川 之 北 約 二 百 円 J I 公 中

山 距 大 辿 約 九 円 円 十 八 ム 川 k 泌 州 川 k 九 山 三 十 五 公 引 向

帯 決 じ 川 九 十 円 公 引 悌 山 松 花 打 似 品 州 附 之 中 心 U 地

山
- m よ 阿 川 崎 川 町 怯 花 打 刈 山 れ 級 協 4 波 状 一 品 川 ι山 位

打 よ 氾 屯 地 出 松 花 打 出 於 市 川 崎 中 山 氏 之 北 部 日 川 円 山 市 胤

阿 H 何 山 山 よ い 山 側 北 抗 付 人 川 和 町 出 れ 山 於 川 町 花 打 布 山

拙 状 川 地 白 川 支 棉 且 正 問 何 二 制 抗 什 出 耐 北 川 引 h れ ほ

h j 叫 山 山 山 地 内 布 陣 A 山 川 崎 之 中 火 爪 い 位 以 ' 品 川 川 出 之

山 五 叩 市 出 地 之 抑 制 M } ( 泊 ぬ ) 八 M m 間 引 小 川 ( 泊 外 〕

枕 析 ι坤 { 削 除 「 ) 万 地 心 仰 舵 松 花 れ 打 川 と 川 地

出 向 ( 叫 州 市 川 } 町 主 満 州 郷 唱 沙 H 1 1 兆 屯 〔 叫 院 山 川 }

川 町 尚 一 市 〔 件 坊 ) 且 川 京 桃 川 専 処 似 併 話 円 訂 作 之

い 川 一 地 出 川 町 岬 位 船 出 且 ん 川 町 ソ 」 低 地 品 也

、 '" ，，;， 

位 制 巾 白 川 一 取 締 H 日 新 以 与 削 尚 N M m 辿 竹 柏 何 十 竹 内 川 M M

打 川 凶 叫 点 与 A 州 鮮 之 日 本 市 山 川 佐 川 辿 H m 州 地 a H

H ぶ 川 北 附 以 比 山 川 北 線 H H J 川 北 u h A K 川 昭 尚 品 汗 似

川 辿 凶 行 北 川 線 パ 4 見 川 X 内 山 民 洲 仙 H H 品 川 中 山

版 徳 三 年 = 一 川

d r H 尚 抗 特 別 市 公 判 制 巾 他 投 川

日 一 現 状

一 、 似 れ 且 地 形

山 町 尚 浜 特 別 山 ハ 副 町 泌 州 同 ノ 中 山 内 ニ 位 シ 松 花 江 ヲ

仙 問 、 、 川 郎 新 川 ノ 北 方 約 二 凶 O H H ノ 地 上 ハ ニ ア リ ‘ 大

辿 ' 品 約 九 円 O 打 、 川 崎 州 川 J 品 約 九 三 五 打 州 出 川 怯

' 品 約 じ 九 円 M H J J リ ト ス 。

山 以 ハ 松 花 打 ノ 州 山 ニ 帆 町 リ 打 山 ハ 綬 4 J ル 挟 状 川

川 ニ シ テ 花 山 ハ 江 ノ 氾 培 地 出 ト ス . M町 花 江 ハ 山 以

ノ 中 山 内 北 部 ヲ 凶 ヨ リ 点 ニ 口 流 シ 、 阿 川 日 何 ハ 出 ノ 出

側 ヲ 北 協 シ テ 松 花 打 ニ 注 ク 。 川 川 ν テ 松 化 江 ノ お 山

政 状 川 一 地 ニ ハ 同 京 消 削 泣 日 間 川 ノ ニ 小 瓜 ア リ ド 刑 ヨ

リ 比 ニ 抗 ル 。

川叫 h 引 J 叫 市 制 地 ヲ 凶 セ ル ハ 市 川 明 ノ 中 央 ヨ リ 川 出

山 川 ノ 地 - 一 一 ゾ テ ペ 市 川 山 地 タ ル 仰 M M 回 ( 辺 川 ) ‘ 八

M . 的 車 川 〈 泊 外 ) 此 新 山 込 山 山 〔 川 股 千 } ハ 松 山 れ

小 山 山 低 地 ヲ 上 円 メ 前 向 ( 新 市 街 ) 、 国 主 川 、 仙 郷 唱

沙 川 以 屯 、 ー 兆 屯 . ( 叫 院 似 て 川 的 尚 浜 ( 而 切 ) 此

川 瓦 桃 川 市 ， P ハ 向 有 山 品 川 明 ノ 地 ヲ ぃ 内 ム .f山 て ア 以 下 山

且 ザ ト ン ハ ι日 ノ 川 山 地 ニ ア リ 。

、

交 』岨

鉄 迫 ハ ぷ 川 - 一 一 川 民 的 制 ニ ヨ リ 新 川 ヲ H H T 出 品 川 M m 泊

ト 辿 竹 刊 j M 浜 川 制 ニ ヨ リ 一 品 凶 級 ヲ H H テ 出 ハ 制 町 一 一

v r レ l ド い り u e ' ' 目 色 卜 世 品 ン 、 同 ι 1 t a A 千 ツ ー J Te q ' ' J 1 j d b p ， s - F A t - v ' e l l 一

阿 川 ニ 止 ス 。 X 北 一 一 品 北 線 ニ ヨ リ 汗 比 矧 ヲ 粁 一 r 出

l l - ∞ 品 l t
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恰 尚 浜 、 特 別 市 内 車 辺 地 歩 辺 / 築 造 ニ 閃 ス ル 規 則

第 一 条 道 路 ノ 新 け 指 針 ハ 道 路 両 側 ニ ア ル 地 主 本 山 内 A - 一 ヨ リ ロ 但 ス ル モ ノ ト シ 臼 但 方 法 ハ 向 日 地 先 前 ノ 泊 同 町 新

白 地 問 ノ 半 棚 、 刈 一 一 ア ル モ ノ ハ 四 分 ノ 一 ヲ れ 出 ト シ 作 品 鎚 ノ w 問、 一 相 ・ 而 ぽ 且 所 裂 材 料 ハ 本 川 ノ 制 定 組 本 町 工 山

村 ノ 技 師 ノ 問 抑 - 一 ヨ リ 之 ヲ 弁 川 ス

右 折 恐 道 路 所 m K 材 料 ハ 本 向 ノ 制 定 セ ル 左 紀 ノ 一 ヲ 使 川 ス ベ シ

一 世 乱 石

二 磁 石 干 ( 必 総 ハ 砂 砺 )

第 二 車 道 路 両 側 - 一 ア ル 渉 道 ノ 新 築 蝕 修 締 ハ 地 段 王 又 ハ 本 局 ノ 許 可 ヲ 受 ク ル 肌 的 人 之 ヲ 白 山 ス ル モ ノ ト ン 修

東 ノ 形 式 ハ 本 日 ノ 組 定 一 一 依 ル

第 三 車 捗 泊 ノ w 円 相 等 ハ 本 川 制 定 ニ 迎 ヒ 木 町 工 程 科 技 師 ノ 信 仰 - 一 従 フ ベ シ

第 四 車 凡 テ 市 川 山 ノ れ 似 一 一 テ 新 認 ス ル 車 道 又 ハ 些 必 ハ 木 町 ノ 叫 定 セ ル 期 日 二 行 手 シ 綾 工 ス ル モ ノ ト ス

右 - 一 迎 背 ス ル ト キ ハ 処 刑 ス ル コ ト ア ル ベ シ

本 川 ハ 右 工 川 市 ヲ 代 行 ス ル コ ト ヲ 仰

但 一 切 ノ 工 市 白 ハ 之 ヲ 市 民 ノ 白 山 ト シ 之 ヲ 川 市 納 セ ル 場 合 ハ 嘗 察 月 ニ 通 知 ス ル コ ト ヲ 得

第 五 車 歩 道 内 側 ニ ア ル 空 地 ハ お 地 先 持 王 ノ 花 岡 投 出 又 ハ 植 樹 ノ 問 ニ 供 ス ル モ ノ ト ス

右 地 部 ニ 倒 ヲ 位 ク ル 川 相 合 ハ 間 隙 ア ル モ ノ ニ 限 リ 高 0 ・ 八 五 米 以 内 ト ス 納 椋 平 或 ハ バ 他 ノ 他 物 ヲ 設 問 ス ル ト

キ ハ 市 前 許 可 ヲ 川 占 川 料 納 入 ノ 後 工 山 中 ニ 行 手 ス ル モ ノ ト ス ( 占 川 料 ハ 別 ニ 之 ヲ 占 土

第 六 量 生 山 ノ 細 川 説 部 分 卜 車 道 卜 ノ 川 ニ ア ル 隙 地 ハ 街 路 樹 ノ 級 制 地 借 ト ス

第 七 車 市 民 ノ 地 先 前 ニ ア ル 旧 車 辺 ( 即 知 抜 シ ア ル 車 道 } ノ 改 策 又 ハ 柿 修 等 ノ 工 川 下 山 円 円 ハ 本 い 川 ノ 道 路 税 収 入

ニ ヨ リ 之 ヲ 興 行 ス ル モ ノ ト ス 本 市 ノ 地 先 前 一 一 ア ル 歩 辺 ノ 新 策 又 ハ 改 築 ノ 柿 修 等 ノ エ 引 ハ 本 山 ノ 負 担 ニ ヨ リ

之 ヲ 奥 行 ス

第 八 車 東 支 鉄 辺 ( 北 尚 鉄 道 ) ノ 占 川 地 情 ニ ア ル 歩 車 道 ノ 斯 築 祉 改 集 ハ 凡 テ 当 該 鉄 沼 会 H ノ れ 但 ニ ヨ リ 木 市

ノ 川 制 定 ニ 依 リ 之 ヲ 地 ' 円 ス ル モ ノ ト ス 但 貨 物 辿 搬 ノ 市 時 間 車 道 ノ 新 認 泣 改 築 ハ 一 川 市 恒 会 合 一 川 山 政 川 ) ト 北 鉄 町

引 会 ノ 協 定 川 副 川 二 依 リ 之 ヲ 行 フ モ ノ ト ス

第 九 条 本 出 掛 定 ニ 不 倒 ノ 点 ア ラ パ 木 市 之 ヲ 改 正 ス ル コ ト ヲ 同

第 十 量 本 山 胤 定 ハ 公 布 ノ 日 ヨ リ 之 ヲ 地 ' 円 ス

附 則

自 有 地 先 内 ニ 他 聞 記 セ ン ト セ ル ト キ ハ 本 局 ノ 許 可 ヲ 相 川 本 市 辿 築 胤 則 一 一 依 ル モ ノ ト ス

〔 傍 点 は 引 川 省 )

'e
t氷
L
ぺ

占‘

① の 辿 築 娘 川 の 録 。 X と 資 料 6 2 の 条 文 を 比 校 す る と 、 ほ と ん ど 同 一 で あ る が 、 右 午 烈 な っ て

い る 筒 所 が あ り 、 ζ れ は 、 一 九 三 三 年 以 降 . U 築 規 則 が 多 少 改 定 さ れ て い た 乙 と を 示 す と 思 わ れ

る 。
① の 他 築 川 副 川 は 仰 家 旬 の 既 成 市 街 地 K 迎 川 さ れ て い る が 、 他 物 の 立 H U え の 機 会 を 利 川 し て 泊 山 刊

を 鉱 的 し 、 律 相 掛 川 叩 街 地 を 次 第 K 改 泊 し て い く た め の 規 定 が あ る 乙 と が 注 む を 引 く 〔 白 料 4 書 問 〉 。 例

1 1 】 国 伊 l t
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i r i -

引 恨 の 川 五 鳩 山 川 ' 円 以 耐 制 約 一 ニ ・ O ω r A 公 明 将 来 似 似

b k 五 - 凹 干 方 公 明

八 . 水 路 且 辺 川

凡 於 応 れ 地 域 仏 属 工 草 地 川 崎 九 柿 油 川 町 花 白 水 路 起 見 出

議 辿 何 除 判 妹 地 点 外 H A 削 仲 克 一 五 O 米 実 川 長 二 O

O 米 刈 人 ぃ 山 川 約 自 三 ・ O ニ ボ 刀 ハ ム 川 市

L E l 、 リ h 一1 企 J 引 H

( 一 } 公 共 也 引 地 以 新 話 中 山 山 市 州 市 胤 側 乙 j 地 約

川 一 ・ ご 半 五 公 引 且 l 兆 屯 附 近 一 山 之 j 地

約 五 一 コ 一 平 点 公 川 上 聞 ね 公 共 他 部 地 出 1 3 h H

光 刊 日 公 判 辿 策 川 地 叫 他 行 地 日 明 内 地 内 地 方

配 山 之

( 二 ) 八 ム 川 川 辺 品 川 場 比 日 地 A 山 出 計 両 日 一 成 内 科 処

比 州 内 大 小 ハ ム 刷 出 川 川 約 川 二 一 ・ 六 五 日 平 方 公 引

A 刷 出 川 内 M 一 以 外 山 口 前 仏 大 之 郊 外 公 同 五 処

凡 刷 的 約 汁 川 一 円 六 ・ 一 一 一 司 ん 公 引

川 四 品 別 刷 間 利 川
4 山 一 川 公 川 剛 山 山 染 川 地 改 施 よ

f u 仁 川 町 用 地 川 将 刑 制 作 出 向 山 以 北 端 之 以 地 並 =一 線

制 之 拭 地 約 り 川 出 川 0 4 ハ 二 平 万 八 ム 引 川 怖 心 H 附

状 r 小 加 変 動 外 記 於 計 一 州 市 叩 削 之 外 郎 H 力 投 民 地

六 処 約 川 山 川 川 一 二 O r h ハ ム 川 に

{ 一 二 ) 中 山 山 川 位 以 地 A j H M 州 地 川 町 内 ぷ 山 仙 北

地 約 H 川 山 M O - - t ド 仁 川 八 J m

( 問 ) M M r M 叫 且 瓦 市 出 川 川 事 M m A 京 市 山 山 川 将

巾 向 山 肌 化 尚 之 別 自 利 保 “ 不 動 バ ぶ 川 仙 約 り 川 0 ・

円 二 十 ' h M 八 ム 川 れ

l l 目 白 4 1 1

ヒ 、 山 川 行 川 相

川 町 家 精 ノ 割 前 川 以 戸 山 内 川 約 三 ・ 0 4 M 打 ハ 五 ・ 凹

ド 方 行 ニ 肱 叫 ス
4

八 、 水 制 法 辺 何

辺 川 ハ 組 白 地 同 比 3 某 地 域 ニ 於 テ
M 知 花 一 川 ノ ル 小 路

ニ 通 ス ル 九 段 ク ル を ノ ニ シ テ 、 札 刊 妹 ノ m所 ヲ 除 ク

ノ 外 M U - -h O 車 川 ぶ i J 一 O O 米 ト シ 、 耐 附 約 三

O 二 行 ナ リ 。
h E E H 山j ' ' v j j t  

( 一 ) 公 共 也 怒 川 新 投 中 火 山 机 ノ 市 民 側 ノ 土 地 約 一 ・

ニ ポ 万 行 品 兆 屯 附 ι 一 山 ノ 土 地 約 ム ・ ご
一

一 ポ 心 打 ツ 公 共 辿 築 地 出 1 1 y l ト シ テ 日 公

出 品 川 地 ニ 光 7 、 川 他 科 地 ほ 泊 山 l ナ ル 問 所 ニ

配 凶 ス .

〈 一 一 ) 伯 、 側 、 町 出 品 川 川 川 此 山 地 l 市 出 川 州 ば 域 内 ニ 川 町

子 大 小 八 ム 川 ノ 九 州 - 一 ぷ ケ 、 H 山 川 約 二 一

六 日 午 ん 打 ニ シ テ 市 川 山 川 州 阿 川 崎 外 ニ 於 テ ハ

h h ト 〈 す ル 刈 外 公 同 v n m 所 ヲ 泣 ケ H 山 川 約 一

円 目 ハ 主 ず ん H ナ リ @

出 品 川 間 ハ 川 記 ハ ム 川 悦 地 ヲ M 門 川 μ テ 胞 投 ス 。

広 地 ハ 川 ω出 北 端 ノ 現 円 同 地 止 一て 山 川 削 ノ 円 以 明

地 ハ 別 状 ノ 山 i シ 比 一 山 H M 約 O J ハ 二 H N ニ

〆 テ 外 ニ 川 - 州 出 制 ノ 外 出 一 一 ー ハ m F山 ヲ 投 ケ 汁 片

山 仏 約 ご O ボ 仁 川 H J リ “

( J 中 山 内 山 川 悦 附 J H 間 川 地 内 ニ 約 O 一-一 ず 方

川 ノ 品 川 地 ヲ 川 パ ク “

( 門 ) M N W 岨 官 ム V 川 市 川 明 l M m & I u 酌 市 川 ハ ぶ 川 向 以

比 端 ノ 引 叫 ん 付 ノ E ノ ヲ 山 什 円 。 川 ， ノ H 山 間 約 0 ・ 凹

ニ ド 心 H H J J
リ @ 以 ー


